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ア ンケ ー トに ご協 力のお願 い

AAMT会 員各位

AAMT編 集委員会

 この機関誌が、すこしでも多く会員の皆様方のお役に立つようにと、このたび、アンケー ト調査

を行うことにいたしました。ご多忙のこととは存じますが、何卒ご協力のほどよろしくお願いいた

します。

                                         以上

《宛先》

 アジア太平洋機械翻訳協会事務局      (回答は'96年10月31日 までにお願いいたします)

 〒105東 京都港区芝公園3-5-12

    芝公園真田ビル3階

 FAX:03-5473-0569



退鞍挨拶

会長退任 にあたって

長 尾 真

 こ の た び、 ア ジ ア太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会 会 長 を退 任

させ てい た だ くこ とに な り ま した。2期4年 の 間 の

会 員 諸 兄 の ご協 力 に感 謝 申 し上 げ ます 。 新 しい 会 長

は、 東 京 工 業 大 学 の 田 中 穂 積 先 生 で あ り ます 。 い ろ

い ろ と新 しい ア イデ ィア を持 っ てお られ ます 先 生 の

も と に、 本 協 会 が 新 し く発 展 して ゆ くこ とを期 待 い

た します 。

 機 械 翻訳 シス テ ム は 、1980年 代 後 半 か ら90年 代 の

初 め まで 多 くの 期待 を担 っ て マ ー ケ ッ ト形 成 が 行 わ

れ ま した が 、翻 訳 品 質 の 改 善 とい う課 題 を容 易 に解

決 で きず 、 そ の 後 は 苦 しい 時 代 を過 ご して き ま した。

本協 会 もス ター ト時点 で は 多 くの 期 待 を集 め ま した

が 、 そ の後 は どち らか とい う と縮 小 ぎみ で 今 日 まで

推 移 して きて お り ます 。協 会 を 設 立 す る と き、 会 員

と して は 、翻 訳 会社 の か た が た にた くさ ん入 って い

た だ き、機 械 翻 訳 シス テ ム の利 用 法 につ い て の ノ ウ

ハ ウ を い ろ い ろ と交 換 して い た だ く場 が 提 供 で きる

こ と、 ま た 、機 械 翻 訳 シ ス テ ム の メー カー とユ ー ザ

ー の 間 で意 見 を 交換 して い た だ く公 の 場 とな る こ と

を期 待 して い ま した が 、 そ れ が必 ず しも成 功 した と

は 言 え な い の は残 念 な こ とで あ ります 。 会 長 と して

の力 不 足 を 会員 のみ な さ まに お わ び 申 し上 げ ます 。

 た だ幸 い な こ と に 、 イ ン ター ネ ッ トが 最 近急 速 に

社 会 に広 が っ て き たお か げ で 、 イ ン ター ネ ッ ト上 の

情 報 の 英 日機 械 翻 訳 シ ス テ ム が注 目 され る よ うに な

っ て きてお り ます 。 一 説 に よ り ます と、 昨 年 一 年 間

に約50万 本 の機 械 翻 訳 ソフ トが売 れ 、本 年 度 に は150

万 本 が 売 れ る だ ろ うと予 測 され て お り ます 。 こ れ は

機 械 翻 訳 シ ス テ ムが 従 来 の大 型 コ ン ピュ ー ター 、 ワ

ー ク ス テ ー シ ョ ンか らパ ソ コ ンの上 に乗 る よ うに な

っ た こ と、 そ して利 用 者 が 企 業 か ら個 人 に 移 っ て来

つ つ あ る と い う と こ ろ に大 きな原 因が あ る で し ょ う。

い ず れ に して も大 変 あ りが た い こ とで あ り、 こ こ ま

で 機 械 翻 訳 シ ス テ ム を育 てて こ ら れ た 各 メ ー カ ーの

担 当 者 の 努 力 に頭 の 下 が る思 い が い た し ます 。

 い ず れ に して も、 時 代 が 急 激 に変 化 して来 て い る

こ とは 事 実 で あ ります 。 こ うい っ た時 に新 しい 会 長

のもとに新 しいアイディアで個人のユーザーにまで

活動範囲を広げた新 しい協会に脱皮 して行っていた

だくことが大切かと存 じます。

 委員会および研究会も3っ が新しく出発しなおし、

会員のみなさまにとって真に役に立つ情報の収集と

内容の検討、問題点の明確化と解決に向かって精力

的な活動を開始 してくださっております。このよう

に新 しい会長と役員諸氏、新 しい委員会活動の下に

協会は再出発 しておりますので、会員のみなさまの

より一層のご協力をお願いいたしたいと存 じます。

 機械翻訳のための基礎研究 も、大学 ・研究所など

で着実に進んでお ります。形態素解析や構文解析の

精度は飛躍的に向上 してお ります し、訳語の適切な

選択法や文脈を考慮 した翻訳などの研究にも着実な

成果が上がってきてお りますので、そのうちに従来

のものに比べて飛躍的に質のよい翻訳を可能とする、

新しい考え方の機械翻訳システムが出現するで しょ

う。一方、21世 紀に入れば国際化がますます浸透し

てゆくことは間違いあ りませんから、機械翻訳シス

テムはますます要求されるようになるでしょう。そ

して日本語 と英語の間の翻訳だけでなく、他の多く

の言語、特に近隣諸国の言語間との翻訳 システムが

重要になってゆくものと思われます。

 言語は人間というものを代表 し表現する道具であ

りますから、これを機械的立場から扱 うことは簡単

ではありません。チェスを指すプログラムは、これ

まで30年 間の努力によってようやくチェスの世界チ

ャンピオンと同等のところまで来たわけですから、

言語 を扱う能力の獲得には50年、100年 くらいかか

るとみなければならないでしょう。 しか し、努力を

すれば人間に近づ くことができるということは間違

いないことと存 じます。息の長い努力が必要であ り

ます。そういった中で本協会の役割はますます重要

になってゆくで しょう。

 新会長のもとに本協会が ますます発展 してゆ くこ

とを期待いた します。
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就任挨拶

機械翻訳 システムの今後

田 中 穂 積

 イ ンタ ー ネ ッ トに よる通 信 の便 利 さが 分 か る につ

れ て 、 これ を使 う人 の 数 は爆 発 的 に増 え てい る。 こ

れ は通 称 パ ソ コ ンが 家 電 製 品 なみ に売 れ て 、膨 大 な

数 の パ ソ コ ンが 家 庭 に 入 りつつ あ る こ と と無 縁 で は

ない 。 光 フ ァ イバ ー に よる情 報 ネ ッ トワ ー クが 各 家

庭 に まで 入 り込 ん だ情 報 イ ンフ ラが 整 備 され る時 代

が 来 れ ば 、高 品 質 の音 声 や 映像 、画 像 な どの 情 報 が 、

その 所 在 を問 わず 、 家庭 に い なが ら に して容 易 に ア

クセ スす る こ とが 可 能 な本 格 的 なマ ルチ メ デ ィア時

代 が 到 来 す る。

 人 と人 との 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 形 態 と して

最 も自然 な形 態 が 、言 語 に よる もの で あ る とす れ ば、

通 信 を行 な うた め に ネ ッ トワー ク上 を駆 け巡 る情 報

の大 切 な部 分 は 自然言 語 で書 か れ て い る とい って よ

い。 イ ン ター ネ ッ トに よ り、情 報 が 世 界 の ど こ に あ

っ て もア クセ ス 可 能 で あ る とい うお 題 目 を唱 えて み

て も、現 実 の 情 報 の 中 身 は 、 そ れぞ れ の 国 の 言 葉 で

書 か れ た 自然 言語 の文 で あ るか ら、 ア クセ ス した 側

か らす れ ば、 そ れ を自分 の 国の 言 葉 に翻 訳 す る必 要

が あ る。 最 近 、 低 迷 して い た機 械 翻 訳 シ ス テ ムの 市

場 が 、 イ ン ター ネ ッ トが らみ で 息 を吹 き返 し活 気 を

取 り戻 して い るの は 自然 の成 行 きで あ ろ う。 地 球 規

模 の イ ン ター ネ ッ トは 、言 語 の 相 違 を解 消 す る手段

と して の 機 械 翻訳 シス テ ム に と って 、 絶 好 の 追 い風

に な って い る 。 そ の背 景 と して 、 ネ ッ トワー クの 他

に、 機 械 翻訳 シス テ ム それ 自体 の 価 格 が 急 激 に低 下

し、 一 般 の 人 が容 易 に 入手 可 能 に な った こ と も大 き

な要 因 と して あ げ られ る。

 機 械 翻 訳 の 品 質 につ い て は ど うだ ろ うか 。5年 前

の 機 械 翻 訳 シス テ ム と比 べ て 確 か に 品 質 は 向 上 して

い る。 しか し到底 十 分 で あ る とは い え な い 。 そ れ に

もか か わ らず使 用 者 か らの 不 満 は 以 前 ほ ど厳 しい も

の が ない とい う。 価 格 が 今 少 し高 け れ ば お そ ら く不

満 を漏 ら した で あ ろ う人 も、 価 格 が 安 くな っ た た め

に、 この程 度 の価 格 だ か ら この 程 度 の翻 訳 の 品 質 で

も し ょ うが な い とい う こ とで 不 満 が 少 な くな っ た の

で あ ろ うか。 過 去 には 、 機 械 翻訳 シス テ ム の使 用 者

からの厳 しい注文が、翻訳の品質の向上に大きな影

響を与えた。使用者側からは、購入 した機械翻訳シ

ステムに今後とも引続き厳 しい注文をつけてもらい

たいものである。

 機械翻訳技術についてはどうだろうか。残念なが

ら、技術としては80年代のものがベースになってい

る。最近の機械翻訳システムの翻訳品質の向上の多

くは、辞書の内容の充実に負っている。機械翻訳シ

ステムの性能向上をはかるためのブレイクスルーと

なる技術の研究は、おそらく意味の問題に深 く踏み

込むことになる。

 最近、コンピュータ技術の発展により、これまで

には考えられないほどの高速で多量のメモリーが安

価に手に入るようになってきた。それを受けて、力

ず くの方法で機械翻訳を行なおうとする技術が盛ん

に研究されている。言語データに潜む統計情報を用

いる方法はその一つである。翻訳例文を多量に収集

し、それを利用 しようとする方法もその一つである。

これらの方法は意味の問題を直接扱 う必要がないこ

ともあって注目されている。筆者の偏見かも知れな

いが、皆が皆、この力ず くのこの方法に取り組む必

要はないとも思う。ところが現実には、必要以上に

多 くの人が、この力ずくの方法に取 り組んでいるの

ではないだろうか。困難ではあっても意味の問題を

深 く追求する研究が、ややなおざりにされているよ

うに思う。もっともっとこの困難な問題に地道に取

り組む研究者技術者がいるべ きだと思 う。そこから、

次世代の機械翻訳 システムのためのブレイクスルー

となる技術が間違いなく生 まれる。

 こうした地道な研究を進める上で障害 となるもの

は、意味理解に踏み込んだ計算機用の辞書のインフ

ラである。意味理解に踏み込んだ辞書の開発は容易

ではない。そこで既存のものとして、電子化辞書研

究所で開発 した辞書(EDR辞 書)を 利用すること

が考えられる。現時点でのこの辞書の品質は十分と

はいえないが、品質を今少 し高めれば、十分、次世

代の機械翻訳システムを生み出す情報インフラとな
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り うる と思 う。 こ の時 忘 れ て な らな い こ とは 、 辞 書

イ ンフ ラ は皆 で使 っ て厳 しい注 文 を出 し、 世 の 中 の

標 準 と な る よ う に育 て 上 げ る こ と で あ る 。EDR辞

書 を そ の実 験 台 とす る価 値 は あ る と思 う。

 以 上 、 最近 考 え てい る こ と を思 い つ くま まに 述 べ

た。 最 後 に な っ た が 、本 協 会 に 、機 械 翻 訳 の 開発 者 、

研 究 者 、使 用 者 とが 活 発 に意 見 を交 換 す る ム ー ドが

醸し出されれば、それが機械翻訳システムの未来に

とって極めて望ましい効果をもたらすということを

指摘 しておきたい。協会会員相互の意見交換の場 と

して、本誌 を役立てることも考えられる。 シンポジ

ウムを開くことも有効だろう。その方向に微力では

あるが会長 として努力してみたい。微力ではありま

すが会員の皆様の御協力をよろしくお願い します。

遜常総糞

第6回 通常総会の報告

 第6回 通常総会が、96年6月17日(月)16時5分

から、東京都港区芝公園の機械振興会館地下2階 大

ホールで開催された。

 出席者数の確認により本総会の成立が宣言 された

のち、会則により長尾会長が議長に就任 した。また、

議事録署名人として長尾真会長、田中穂積理事およ

び小谷泰造理事が選任 された。議事に入 り、

 第1号 議案 95年度事業報告および決算報告

 第2号 議案 96年度事業計画案および収支予算案

 第3号 議案 役員改選案

が川頁次提出された。それぞれ説明、審議ののちいず

れも可決承認された。なお、総会案内では第4号 議

案として 「会則の変更」が予定 されていたが、その

後の検討の結果変更の必要がな くなったため取 り下

げる旨議長から報告された。続いて出席者に上記以

外の議案の提出が諮られたが、提案はなかった。

 ここで約5分 間の休憩に入 り、この間に本日選任

された新役員による臨時理事会が別室で開かれ、会

長および副会長が選出された。

 再開された総会で、新会長に田中穂積理事、副会

長に小谷泰造理事 と岡村正理事が選ばれたこと、ま

た、後日大学関係者から1名 副会長を選出する予定

で あ る こ とが 議 長 か ら報 告 され た 。 この あ と、 田 中

穂 積 新 会 長 が 「来 年 のMTサ ミッ ト、 更 に そ の次 の

ア ジ アで のMTサ ミ ッ トへ の 対応 を果 た して ゆ きた

い 。 そ の ほ か は 長 尾 先 生 の 敷 か れ た路 線 に 沿 っ て 発

展 させ た い。 み な さ まの ご 支 援 ご協 力 を お 願 い す

る。」とあ い さつ した 。

 これ で議 事 は 終 了 した が 、 引 きつづ き長 尾 前 会長

が 退任 の あ い さつ を した 。

 「も っ と発 展 す る と期 待 して や っ て きた が 、す ん

な り世 の 中 に受 け 入 れ られ る まで に は な らな か っ た。

一 般 に 新 しい技 術 は 芽 生 えて か ら実 用 に な る に は40

年 ～50年 か か る 。 日本 の 機械 翻訳 の技 術 力 や実 績 は

世 界 を リー ド して きた 。 今 後 も新 会長 の も とで リー

ダー シ ップ を と って 発 展 させ て ほ しい 。

 企 業 の 立場 か らは 利益 が 出ず 苦 しい か も しれ な い

が 、 あ せ らず我 慢 して 育 て て ほ しい。10年 ～20年 先

に は利 益 を もた らす と確 信 して い る。 今 後 国際 化 が

進 み 機 械翻 訳 は 欠 か す こ との で きない もの とな り当

協 会 の 重 要性 は ます ます 増大 す る。 発 展 を期 待 して

い る 。」

 この あ と、 田 中 新 会 長 か ら長 尾 前 会 長 に記 念 品が

贈 呈 され 、 総 会 の行 事 は17時 に終 了 した。

新灘図薯の繕発

■書 名:言 葉でおぼえるWord95入 門for Windows

 著 者:安 藤 進 青山学院大学理工学部講師

 発行所:株 式会社富士通経営研究所

 概 要:

 文章を書 くことの多いビジネスマンやライターを

念頭に、言葉の解説をまじえなが らWordの 世界を

案内する。

 約30分 の 拾 い読 み で 、Wordに な にが で き る の か

に つ い て 、 大体 の 感 じが つ か め る。

 約1時 間 ほ どで 読 み物 と して読 み 通 せ る。 言 葉 の

基 本 的 な 意味 と コ ン ピュ ー ター やWordの 世 界 に特

有 な 意味 と用法 が わ か る 。

 例 題 を 自分 で や っ て み る こ とに よっ て 、約3時 間

で 一応 の コ ッが の み 込 め る。
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事務局総より

役員および委員の紹介

総会お よび理事会で新 しい役員が選出 され、今後2年 間の体制が確立 しました。

《理事》 長

長

長

長

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

 

会

会

会

会

副

副

副

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

田 中 穂 積

小 谷 泰 造

岡 村 正

辻 井 潤 一

野々内 隆

吉 原 忠 雄

浅 田 篤

榊 靖 夫

吉 川 英 一

長 澤 雅 浩

田 中 達 雄

長 尾 真

野 村 浩 郷

石 崎 俊

                     (順不同)

東京工業大学大学院情報工学研究科 教授

株式会社インターグループ 代表取締役

株式会社東芝 常務取締役 情報通信制御システム事業本部長

東京大学 大学院理学系研究科情報科学専攻 教授

株式会社 日立製作所 専務取締役

富士通株式会社 常務取締役

シャープ株式会社 副社長

沖電気工業株式会社 取締役 研究開発本部長

日本電気株式会社 常務取締役

松下電器産業株式会社 取締役 開発本部長
rtin
il:4日本電子工業振興協会 専務理事

京都大学 工学部工学研究科 電子通信工学専攻 教授

九州工業大学 情報工学部 知能情報工学教室 教授

慶応義塾大学 環境情報部 教授

〈監事》 監 事  佐 藤 清 俊 歎日本電子工業振興協会 常務取締役

    監 事  勝田美保子 株式会社十印 代表取締役社長

委員会および研究会のメンバーは95年度とほぼ同 じです。 (順不同)

《運営委員会》

    委員長 奥 平 捨 男 株式会社日立製作所 情報事業本部公共企画部 部長代理

    委 員 羽下雄之輔 沖電気工業株式会社 研究開発本部 主席研究員

    委 員 鈴 木 等 シャープ株式会社 情報システム事業本部情報商品開発研究所主任研究員

    委 員 雨 宮 弘 和 株式会社東芝 情報通信制御システム事業本部 渉外担当課長

    委 員 村 木 一 至 日本電気株式会社 情報メデ ィア研究所 音声言語研究部 部長

    委 員 森 本 秀 樹 富士通株式会社 法務 ・知的財産権本部 技術企画部 担当課長

    委 員 吉 原 通 年 松下電器産業株式会社 東京支社 技術渉外部 開発推進担当部長

    委 員 寺 尾 卓 株式会社インターグループ 翻訳営業部 部長

    委 員 野 村 勇 一 ftlflrt A日本翻訳連盟 専務理事(麟 十印から出向)

    委 員 古 澤  章 tinrt. A日本電子工業振興協会 情報産業部 部長

    委 員 野 村 浩 郷 九州工業大学 情報工学部 知能情報工学教室 教授

    委 員 石 崎  俊 慶応義塾大学 環境情報部 教授

〈編集委員会》

    委員長

    委 員

    委 員

    委 員

野 村 浩 郷

亀井真一郎

富 士 秀

福 持 陽 士

九州工業大学 情報工学部 知能情報工学教室 教授

日本電気株式会社 情報メデ ィア研究所 音声言語研究部 課長

4富 士通研究所 マルチメディアシステム研究所 メディア統合研究部

シャープ株式会社  情報商品開発研究所 主任研究員
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《技術動向調査委員会》

    委員長 村 木 一 至

    委 員 森 本 康 嗣

    委 員 小 松 英 二

委 員 平 井 徳 行

委 員 伊 藤悦 雄

委 員 亀井真一郎

委 員 斎藤由香梨

委 員 川越 睦

委 員 立 田 種 宏

委 員 畠 中伸 敏

《市場動向調査委員会》

   委 員 長 石 崎 俊

   副委員長 坂 本 義 行

    委 員 大 高 政 浩

    委 員 石 川 友 隆

    委 員 森 口 稔

委 員 松岡多恵子

委 員 杉 村 領 一

委 員 時 岡 洋 一

委 員 立 田 種 宏

委 員 堂 野 前 進

委 員 菊 池 純 一

委 員 森 本 秀 樹

委 員 古 瀬 蔵

《例文評価研究会》

    座 長 横 山 晶 一

        徳 永 信 治

        松 平 正 樹

        中 英 康

時 岡 洋 一

熊 野 明

芦 崎 達 雄

日本電気株式会社 情報メディア研究所 音声言語研究部 部長

株式会社日立製作所 中央研究所 知能システム部 研究員

沖電気工業株式会社 マルチメディア研究所 マルチモーダルプロジェク

ト第1グ ループ

シャープ株式会社 情報商品開発研究所 主任

株式会社東芝 東京システムセンター ソフ トウエアプロダク ト部 主務

日本電気株式会社 情報メデ ィア研究所 音声言語研究部 課長

魔富士通研究所 マルチメデ ィアシステム研究所 メデ ィア統合研究部

松下電器産業株式会社 マルチメディア開発センター情報グループ

情報第1チ ーム

ソニー ・テクトロニクス株式会社 ソフトウエアリサーチ推進室

リサーチ ・フェロー

キャノン株式会社 情報通信システム本部 担当課長

慶応義塾大学 環境情報部 教授

東京家政学院筑波女子大学短期大学部 国際教養科 講師

株式会社日立製作所 ソフ トウエア開発本部 関西設計部 UL技 師

沖ソフ トウエア株式会社 企画室 担当部長

シャープ株式会社 情報システム事業本部 PC事 業推進センター

第1技 術部副主任

株式会社東芝 コンピューター事業統括部コンピューター商品企画

担当主任

松下電器産業株式会社 マルチメディア開発センター 情報グループ

開発推進担当副参事

株式会社インターグループ ソフ ト開発部 部長

ソニー ・テク トロニクス株式会社 ソフ トウエアリサーチ推進室

リサーチ ・フェロー       '

長瀬産業株式会杜 総務部文書課 翻訳担当 次長

青山学院女子短期大学 教授

富士通株式会社 法務 ・知的財産権本部 技術企画部 担当課長

ATR音 声翻訳通信研究所 第3研 究室 主任研究員

山形大学 工学部  電子情報工学科 教授

シャープ株式会社  情報商品開発研究所 係長

沖電気工業株式会社 研究開発本部 商品化推進部 担当係長

日本電気株式会社 C&Cマ ルチメディア事業推進本部PC通 信開発部

システム企画

株式会社インターグループ ソフ ト開発部 部長

株式会社東芝 情報通信システム研究所 研究第5担 当 研究主務

日本科学技術情報センター 技術開発部技術開発課 課長代理
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白木沢佳子

川 越 睦

安 藤 進

塩 津 誠

内尾 淑 美

堂野 前 進

日本科学技術情報セ ンター 技術開発部技術開発課 情報員

松下電器産業株式会社 マルチメディア開発セ ンター情報グループ

第1チ ーム

TCC代 表

富士通株式会社 川崎工場 2MW-3開 発部 ATLASプ ロジェクト

富士通株式会社 川崎工場 2MW-3開 発部 ATLASプ ロジェクト

長瀬産業株式会社 総務部文書課 翻訳担当 次長

な お、 本 年 度 か らの 新 た な活 動 に対 処 す る ため 、下 記 の2グ ル ー プが 新 設 され ま した。

(1)UPF会 議

  情 報 処 理振 興事 業協 会(IPA)の 、 創 造 的 ソ フ トウエ ア育 成事 業 と して 、 「日本 語 情 報 海 外 発 信 促 進

 の ため の 言語 知識 コ ンテ ンツ蓄 積 ・流 通 支 援 ソフ トの 開発 」 を行 ない ます 。

  各 自小 規模 に蓄 積 され て い る異 言 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン用 知 識 を互 い に共 有 利 用 で き るユ ニ バ ー サ ル

 プ ラ ッ トフ ォー ム(UPF)と 、 そ れ を流 通促 進 させ る ソ フ トを開 発 し よ う とい う もの で す 。

  技 術 動 向調 査委 員会 の も とで 、委 員 会 委 員 の ほ か に下 記 の 人 た ちが 参 加 して 活 動 します 。

リ ー ダ ー 村 木 一 至

時 岡 洋 一

岡 俊 行

厚 川 美 和

桧 山 努

技術動向調査委員会委員長(日 本電気株式会社)

技術動向調査委員会委員9名

株式会社インターグループ  ソフ ト開発部 部長

株式会社ノヴァ 研究開発2部 部長

カテナ株式会社 ソフ トウエアプロダクツ事業部事業部長

株式会社NEC情 報システムズ 技術システム事業部 主任

(2)イ ンターネットWG(イ ンターネットワーキンググループ)

 ホームページ開設のためのグループです。

リ ー ダ ー 森 本 秀 樹 富士通株式会社 法務 ・知的財産権本部 技術企画部 担当課長

       立 田 種 宏 ソニー ・テク トロニクス株式会社 ソフトウエアリサーチ推進室

             リサーチ ・フェロー

       富 士 秀 麗富士通研究所 マルチメデ ィアシステム研究所 メディア統合研究部

       中島奈津江 松下電器産業株式会社 東京支社 技術渉外部

アドバイザー 野 村 浩 郷 九州工業大学 情報工学部 知能情報工学教室 教授

オブザーバー 樋 口 和 雄 獣 日本電子工業振興協会 技術部 部長

ホ ー ムペ ー ジ を開 設!

 この 度 、 (社)日 本 電 子 工 業 振 興 協 会(JEIDA)の ご厚 意 に よ り、 ホ ー ムペ ー ジ を 開設 致 し ま した。

皆 様 方 へ の 諸 連 絡 等 に活 用致 します。

 よ り良い もの に育 て 上 げ た い と思 い ます の で 、 会 員 の 方 々 か らの ご意 見 や情 報 をお 待 ち してお ります 。

http://www.jeida. or. jp/aamt/
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成集報告会

'95年 度成果報告会 の報告

 第6回 通常総会に先立ち、96年6月17日(月)13

時から機械振興会館地下2階 大ホールにおいて95年

度の成果報告会が開催 された。昨年は非会員 も参加

した有料のセミナーであったが、今年は会員のみを

対象とした無料の報告会であった。約70名 が参加 し、

田中穂積理事(東 京工業大学教授)の 司会で進めら

れた。

 はじめに 「21世紀における機械翻訳」 と題 して長

尾真会長(京 都大学教授)の 講演が行われた。多く

の例を引用 してのお話 しであった。以下講演内容。

 「機械翻訳は1950年 代に研究が始 まり80年代 に実

用化 された。 しかし、翻訳品質の面で世の期待に添

えなかった。最近はパソコンやインターネットの普

及により、パソコンでの機械翻訳がかなり売れるよ

うになった。品質の割によく売れているようで、将

来の発展のために根本的に見直すべ き時であると思

う。

 今の機械翻訳が もうひとつ うまくいかないのは、

西洋流解析に基づいているか らだと思 う。すなわち、

分解 してそれぞれを解 くとい う方式であり、あまり

にも局部的取 り扱いになりす ぎているのではないか。

また、理論的にきれいに解こうとしす ぎたのではな

いか。今後はできるだけ広 く、かつい くつかの要素

を統一的に考えるべきである。

 例えば、現在形態要素解析のプログラムは97%～

98%の 精度であるが、範囲を広げて連結成分 も考え

て解析すると99.8%ぐ らいまで精度が上がる。更に

徹底的にやれば99.9%ま で上がるだろう。構文解析

では、並列語句の解析がむつか しいが、人間は並列

語句のバランスを重視 している。ダイナミックプロ

グラミングの方法でフレーズ間の相似度を調べるこ

とによって90%ぐ らいまでい く。

 さらに、文脈的な解析が必要であろう。指示詞の

指すものの推定、単数と複数の区別、具体名詞か抽

象名詞かの区別等を意味的に考えるのはむつか しい

が、他の方法での推察が可能である。すなわち、文

の表面の情報をうまく利用 して、意味の世界である

と思 われ てい る と こ ろ まで迫 る こ とが で きる。 例 え

ばあ る語 につ い て い ろ い ろ な キ ー を 考 え 、 い ろ い ろ

な ヒ ュー リス テ ィ ック を適 用 して蓋 然 性 を求 め 、 こ

れ を加 え 合 わ せ て その 語 の 性 質 を推 定 す る こ とが で

きる 。

 また 、 ひ とつ の 文 だ けで 解 析 す るの で は な く前 に

あ る 文 か らの 流 れ を把 握 して 解 析 す る。 さら に、 後

続 の 文 も考慮 す る こ と に よ りあ い まい な もの が 明 確

に な る。 こ れ らを そ れ ぞ れ ヒ ュー リス テ ィッ クル ー

ル と して使 う こ と に よ って70%-80%は い け る。

 また 、従 来 の 辞 書 で は 、 例 え ば 名 詞 の場 合 は 意 味

内容 に応 じて そ れ ぞ れ の 翻 訳 語 が並 ん で い る だ け で

あ り、動 詞 の場 合 は ケ ー ス フ レー ム を整 理 した だ け

の もので あ っ た が 、 こ れ だ け で は不 十 分 で あ る 。語

の 問 の関 係 、例 え ば上 下 関 係 、 全体 と部 分 の 関係 、

原 因 と結 果 の 関係 等 々 を入 れ た 知識 辞書 を作 る必 要

が あ る。 しか し、 どの よ うに して 知識 を 蓄積 す る か

が 問 題 で あ る。 人 間 が 全 部 をや る こ とは 不 可 能 で あ

る。 い ろ い ろ な例 を取 り出 しそ れ ぞ れ の場 合 の 関係

性 を 自動 的 に調 べ 辞書 を拡 大 して い くこ とが 非 常 に

大 事 で あ る。 こ れ は 言 語外 の 知 識 で あ り、 こ れ を い

か に整 理 して い くか が これ か らの大 きな 問題 で あ る。

ぜ ひ 、が ん ば っ て や っ て ほ しい。

 発 話 者 の 意 図 、発 話 者 と聞 き手 と の関 係 も、非 常

に大 きな問 題 で あ る。 しか し、 どの よ う にす れ ば よ

い か 、 ま だ案 は もっ て い な い。

 も う一 つ の 問 題 は文 と文 のつ なが りで あ る。 並 列

的 、 対 比 的 、 主 題 連 鎖 的 、原 因結 果 的 等 々い ろい ろ

の つ なが りが あ る。 こ れ らが う ま く解 析 で き るか ど

うか が 問 題 で あ る。 こ の よ うな分 析 は翻 訳 だ けで な

く、 自動 抄 訳 、 情 報 検 索 な どで も大 切 で あ る。

 結 論 と して 、 日本 語 の 場 合 形 態 素 解 析 で は 現 在

..;%の 精 度 で あ るが 近 い 将 来99 .9%に な る だろ う。

dependency ana且ysisは現 在97%～98%と 考 え られ る

が 、99%に す る必 要 が あ る。 書 か れ た もの の 文 節 単

位 で あ れ ば い け る と思 う。case structure representation

で は 、 現 在 約80%で あ るが90%に は で き るだ ろ う。
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問 題 は 、信 頼 で きる語 数 の 多 い 格 フ レー ム 辞 書 の な

い こ とで あ る 。NTT研 究 所 に あ る が 非 公 開 で あ る 。

Nlrrの トップ に公 表 をお 願 い して お り、 近 々 公 表

され る と期 待 して い る。discourse interpretationは 現

在70%ぐ らい だ が 、80%が 限 界 で は な い か と思 う。

 機 械 翻 訳 の 品 質 は 、 これ ら を総 合 した 全 体 の 精 度

で 決 ま る。 そ う な る と これ ら を掛 け 合 わ さね ば な ら

ず 、現 在 は43%程 度 に な って しま う。 将 来 、 上 述 の

こ とが 達 成 さ れ た と して も60%強 で あ る。 しか し、

文 章 を書 くと きに ち ょっ と工 夫 して もら う と精 度 は

ぐん と上 が る。

 以 上 の よ う に 、今 世 紀 末 に は60数%か ら70%に は

なるだろう。そ して21世 紀初頭には、これらの知識

をうまく持 ち込んだ新たな機械翻訳、すなわち文脈

情報処理を中心とした新 しい考えにもとつ く機械翻

訳が出て くるのではないかと期待 している。」

 つづいて、石崎俊委員長(慶 応義塾大学教授)に

よる市場動向調査委員会、村木一至委員長(日 本電

気蕊部長)に よる技術動向調査委員会お よび横山晶
一座長(山 形大学教授)に よる例文評価研究会の成

果報告が行われた。報告の内容は、AAMT Journal

No.15お よびNo.16に 掲載 されているので、ここで

は省略する。

                    以上

V放 映

徹底解剖 自動翻訳 ソフ ト
  ーNHKサ イエ ンスアイで放映 一

 96年5月18日23時 か らのNHKサ イ エ ン ス ア イ は 、

機 械 翻訳 を テ ー マ に放 映 され た。

o秋 葉 原 の パ ソコ ンシ ョ ップ に翻 訳 ソフ トが た く さ

 ん並 び 、 幅広 い客 層 に 買 わ れ て い る状 況

o大 手 コ ン ピュ ー ター メ ー カ ー で の英 訳 の実 験 例

o慶 応 義塾 大学 湘南 藤 沢 キ ャ ンパ ス で の 自動 翻 訳 の

 授 業風 景

ONHKの 機 械 翻 訳 ニ ュ ー ス の例

o日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー で 、 月 間 約3,000件 の

 論 文 要約 が 英 訳 され て 海外 に送 ら れ て い る状 況

■翻 訳 者養 成 講 座 で 、機 械 翻 訳 が 必 須 に な っ て い る

 こ と

■翻訳 ソ フ トは 、95年 に約50万 本 売 れ 、96年 には150

 万 本 売 れ る と予 想 され て い る こ と。

■翻 訳 能 力 は完 全 で は な いが 、 どん な 内容 で あ る か

 分 か る 程 度 には訳 せ る こ と。

■ し くみ は 、 単 語 に 分 け て動 詞 に注 目 し、使 用 頻 度

 に も とつ く点 数 か ら最 も可 能性 の高 い もの を選 び

 出 す 得 点 法 が使 わ れ て い る こ と。

o京 大 教授 長尾 真氏 との対 談:

 ・機 械 翻 訳 の 問 題点 は辞 書 の大 き さに あ る。 用 例

  や 条 件 が 細 か く書 か れ た辞 書 が必 要 で 、5～10

  年 か け て技 術 者 が作 っ て い る 。

 ・ソ フ トを選 ぶ には 、使 って み て特 にhaveやget

  の よ うな 広 く使 わ れ る単 語 の訳 を調 べ てみ るの

  が よい 。

 ・今後の発展のためには、辞書を良くして行かね

  ばならない。

〇八王子の翻訳会社の状況 と、社長桜井恵三氏の

 ・ 「知識の共有 と再利用に大変役立つ」 という話

OATR音 声翻訳通信研究所での研究の紹介

 ・音声翻訳のしくみは、音声→波形分析→文字→

  機械翻訳→音声パ ターン

 ・現在は日本語から英語 と独語への翻訳のみを研

  究 しているが、3年 後には日、米、独、伊、韓

  のTV会 議を実験する予定。

 ・セ ンサーを取付けた手袋を用いた動作辞書が作

  られてお り、手話翻訳が研究 されている。

 ・声の質(例 えば風邪 ぎみの声)、方言等 も今後の

  研究課題

○再度長尾真教授 との対談

 ・機械翻訳は現在は日英が主だが、他の言語 も研

  究 されている。 ヨーロッパでは英独仏の翻訳に

  用いられている。

 ・文脈を考えての翻訳が重要

 ・用例をたくさん蓄積 した辞書作成が重要

 ・言語は本質的には文化に依存 している。それを

  取入れた翻訳が必要。

 ・特に日本語はあいまいな表現が多い。それを明

  確な文章にするだけで も翻訳の質は向上する。

など、翻訳ソフ トの現状が幅広 く、分か りやす く紹

介 された。
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委員会報告

'95年 度市場動向調査委員会 成果報告

委員長 石崎 俊(慶 鷹大学)

1.は じめに

 当協会は昨年には発足5年 目を迎え、昨年度の後

半から新たに 「市場動向調査委員会」を発足 させま

した。それまで活動 していた需要予測研究会を統合

して、委員会の活動範囲を広げ、下記のような活動

を展開することを目的にしています。

1.1 委員会の構成 と活動目的

 本委員会には、機械翻訳 システムの主なメーカと

ユーザおよび中立的な機関から、現在13名 の委員が

参加 しています。それらの委員の活発な活動 によっ

て、機械翻訳システムの動向お よびそれをめぐる環

境変化を調査 して、コンピュータ機器やマルチメデ

ィア技術の進歩、ネットワーク技術の普及、海外の

市場動向などに対応 して、機械翻訳システムの発展

および普及を図り関連産業の育成を目的 とします。

 当協会の下には、もうひとつ別の委員会として「技

術動向調査委員会」があ ります。この委員会では機

械翻訳システムの性能を向上させるための技術を調

査 します。 しか し、市場動向調査委員会では、ユー

ザの側から見た機械翻訳 システムへのニーズ、要望

を調査 して、パソコンやインターネットなどの環境

の変化に対応 した、最適なシステムの在 り方 も視野

に入れて行きたいと考えています。

1.2 調査活動項目

(1)機 械翻訳システムの普及および利用実態の調

   査 と分析

   ・分野別の翻訳環境 とその動向調査

   ・海外市場の動向調査

(2)機 械翻訳システムと関連産業の発展および普

  及のための方策

  ・翻訳リテラシーの構築

   機械翻訳システムの性能は長い期間にわた

   って少 しずつ進歩 し、普及が進むと思いま

   す。人間並の能力を期待すると、む しろ何

十年かかるか分からないですし、永遠の課

題 と言えるかも知れません。したがって、

翻訳システムの基本的な使い方を確立 し、

支援システムとしての位置付けを明確にす

 ることが重要だと思います。

利用分野拡大のための調査(学 校、旅行な

 どの分野の検討)

たとえば、大学生がゼ ミの英文資料の翻訳

に使用 した り、大学での語学教育用に使用

 した例があるそうです。また、旅行での携

帯用のシステムや、手紙の翻訳、英作文支

援システムなどの利用が考えられています。

・ユーザ利用技術向上のための講習会の開催

以前より地方を中心にして講習会を開催 し

て利用者の拡大 とともに、機械翻訳システ

ムの基礎的な使用法の確立と普及を図って

来ています。

1.3背 景について

 自然言語処理に関 しては、10年 以上前から(社)

電子工業振興協会の専門委員会でコンピュータメー

カを中心 として調査研究 ・普及活動をしています。

この電子協では、当初は自然言語処理の中でも機械

翻訳システムに焦点を当てた活動をしていました。

現 在 も続 い て い る機 械 翻 訳 の 国 際 会議MT-

SUMMITは この活動が主体 となって始まったもの

です。

 その後、本協会が機械翻訳に関する団体として設

立 され、さまざまな活動を活発化する中で、電子協

の自然言語処理に関する委員会では、調査対象を従

来の機械翻訳からテキス ト処理、対話処理、マルチ

モーダル情報処理へと重心を移 して来ています。

 本委員会では、そのような自然言語処理技術の展

開を踏まえて、インターネッ トなどのネットワーク

技術やマルチメデ ィア技術の進歩と普及を念頭に置

きながら、機械翻訳システムの市場動向を調査して

行 く予定です。
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 東アジア諸国と共同で機械翻訳 システムを開発す

る8年 間のプロジェクトが平成7年3月 に終了しま

した。中国、タイ、マレーシア、インドネシアと日

本が協力 して中間言語方式の機械翻訳システムを構

築 したものです。このプロジこLクトの成果を利用す

る計画がいろいろあるそうです。このプロジェクト

の実施によって参加各国の自然言語処理研究が進み、

大学を中心にして多数の研究者が育成されています。

韓国やオース トラリアなどの国も含めて、アジア太

平洋地域での機械翻訳システムの研究活動や企業活

動が、今後 ます ます活発化することが期待されます。

2.活 動予定

 本委員会の立ち上げに当たって、具体的かつ優先

度の高いな活動項目、活動範囲などについて委員会

で討議 し、下記のようにまとめました。

(1)機 械 翻 訳 シ ス テム の 動 向 調 査

  ・専 門分 野 別 、 目的 別 、 メデ ィア別 の 調 査 と

   利 用 分 野 拡 大 策 の 検 討 。

   例 え ば 、医 学 ・薬 品 関 係 、 教 育 ・旅 行 、 産

   業 用 ・個 人用 な ど。

  ・現 在 の シ ス テム の 問 題 点 、 ニ ー ズの 把 握 。

  ・調 査 方 法 は ア ン ケー トや ヒ ア リ ン グな どの

   他 に 、 内外 の 新 聞 雑 誌 、 パ ソ コ ン通 信 な ど

   を駆 使 した情 報 の 収 集 。

  ・価 格 動 向の 調 査 。

  ・イ ン ター ネ ッ ト関 連 の 使 用 や 応 用 に関 す る

   調 査 。

(2)ユ ーザ講習会

   機械翻訳システムの上手な使用法の教育、

  インターネット上の新 しい利用法などの講習

  を行います。

(3)IPA・ 創 造 的 ソ フ トウ エ ア 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト

  の推 進

   技 術 動 向 調 査 委 員 会 に協 力 して 、 本 プ ロ ジ

  ェ ク トの 推 進 を図 り、 機 械 翻訳 シス テ ム の 基

  盤 的 な プ ラ ッ トフ ォー ム の確 立 に よっ て 、 機

  械 翻 訳 技 術 の 一層 の 展 開 を 目指 し ます 。

3.活 動 報 告

 近 年 の パ ソ コ ンの 翻訳 ソ フ トの 市場 展 開 に は 目 を

見 張 る もの が あ ります 。 本 委 員 会 で も今 年 に入 っ て

か ら代 表 的 なパ ソ コ ン翻 訳 ソ フ トの メー カで あ る 、

カ テ ナ(株)、(株)ノ ヴ ァ、 沖 ソ フ トウエ ア(株)

の協 力 を得 て 、 各 社 の 最 近 の 製 品 開 発 、 販 売 動 向 に

つ い て ヒ ア リ ン グ を行 い ま した 。

 1980年 代 後 半 か ら市 販 され 出 した 翻 訳 シ ス テ ム は 、

当 初 は 汎 用 大 型 機 を使 用 し、 次 い で ワ ー ク ス テ ー シ

ョン上 で 稼 働 す る もの が 販 売 され た が 、 ハ ー ドウエ

ア 込 み で は ま だ数 百 万 円 以 上 して い ま した。 翻 訳 の

質 か ら見 ます と、 構 文 パ ター ン を用 い た もの や 、浅

い 意 味 情 報 を用 い た もの が 多 く、 価 格 に対 応 して期

待 され て い た翻 訳 の 質 には 到 達 され て い ませ んで し

た 。 本 来 は 文 脈 を考 慮 した 高 品 質 な もの が 、 高 価 格

に対 して 要 求 され て い る訳 で す 。

 1990年 代 に入 ります と、 急 速 に高性 能 化 した パ ソ

コ ン に載 る翻 訳 ソ フ トが 開 発 ・販 売 され 出 して 、20

万 円 前 後 の シ ス テム の 普 及 が 始 ま りま した 。 従 来 の

翻 訳 シ ス テ ムの 場 合 は、 翻 訳 結 果 を仕 事 に使 い 、で

きれ ば 外 部 で も通 用 す る もの が 期 待 され た の に対 し、

廉 価 版 で は 、英 語 で 書 か れ た 情 報 の 内 容 を手 早 く把

握 し、 重 要 な もの か 不 要 な もの か を判 断 す る とい う

目的 に変 わ って 来 ま した 。 安 い もの で あ れ ば、 その

よ う な 目的 で もい い わけ で す 。

 1994年ll月 か ら、1万 円 を切 る 英 日翻 訳 ソ フ トが

販 売 され ます と、 これ を契 機 に数 万 円 代 の 低 価 格 版

が 次 々 に売 り出 され 、 普 及 が促 進 され ま した 。 この

金 額 で す と、 個 人 が 自宅 の パ ソ コ ン用 に気 楽 に購 入

で き るの で 、 一 挙 にユ ー ザ の層 が 拡 大 し ま した 。

 さ ら に最 近 は 、 イ ン ター ネ ッ トが 注 目 を集 め て お

り、 パ ソ コ ン を用 い て 世 界 中 の情 報 に ア クセ ス で き

る 状 況 にな って 来 て い ます 。 日本 で の使 用 者 も毎 年

飛躍 的 に増 えて い ます 。例 え ば 、筆 者 の 所 属 す る慶

磨 義塾 大 学 藤 沢 湘 南 キ ャ ンパ ス(SFC)で は 、 毎 年

1㎜ 人 近 い 新 入 生 が い て 、 キ ャ ンパ ス 全体 で は5000

人 近 い 学 生 が い ます 。 全 員 が ア カ ウ ン トを もっ て い

て 、1年 生 の 前 期 の うち に電 子 メ ー ル ば か りで な く、

イ ン ター ネ ッ トの使 用 法 な ど もマ ス ター し ます 。 こ

の よ うな教 育 環境 は 今後 急 速 に普 及す る と思 い ます

の で 、 文 系 ・理 系 を 問 わ ず に 、 パ ソ コ ン上 で 自由 に

電 子 メー ル を使 い 、 イ ン ター ネ ッ トを使 い こ なす 社

会 人 は 急 速 に増 え る と思 わ れ ます 。 昨 年後 半 か らイ
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ン タ ー ネ ッ ト対 応 の翻 訳 ソ フ トが 売 り出 され 、販 売

も好 調 だ と聞 い て い ます が 、時 宜 を得 た もの と して

理 解 で き ます 。

 この よ う に イ ン ター ネ ッ トが 飛 躍 的 に普 及 し ます

と、 イ ン ター ネ ッ トの 内容 は ほ とん どが 英 語 で書 い

て あ るの で 、 日本 人 に とっ て 気 楽 に翻 訳 して くれ る

パ ソ コ ン翻 訳 ソ フ トは ます ます 普 及 す る と思 い ます 。

した が って 、 これ らの シス テ ム を使 用 す る 目的 は、

従 来 の もの に 比べ て ます ます手 軽 に使 う とい う面 が

強 くな る と思 い ます。 イ ン ター ネ ッ トの 画 面 を リ ア

ル タ イム に翻 訳 して概 要 を把 握 す る だ け で い い わ け

です 。

 そ れ で は 、今 後 の翻 訳 ソ フ トは ど の よ うな もの が

要 求 され る で し ょ うか 。 や は り、翻 訳 精 度 の 向上 が

最 も重 要 だ と思 わ れ ます 。 構 文 情 報 、 意 味 情 報 、文

脈 情 報 と高 度 化 す る と、 技 術 的 な難 し さは 「指 数 関

数 的 に」 増 え ます 。 シス テ ムの 価 格 と、 翻 訳 に要 す

る時 間 、 使 用 者 の ニ ー ズ な どの バ ラ ンス を慎 重 に考

慮 して、 今 後 の 翻 訳 シス テ ム の 開 発 や 販 売 の 戦 略 が

立 て られ て行 くと思 い ます 。

4.お わ りに

情 報 技 術 に関 して さ ま ざ まな 分 野 お よ び テ ーマ で

国際的な研究協力が進んでいて、APECで も積極的

な発言が出ていると聞いています。アジア太平洋地

域で使われているさまざまな言語 を対象に多言語情

報処理に関する共同研究開発ができれば、お互いの

文化の理解にも役立つでしょう。アジア圏でよく使

われている漢字のコー ドの標準化を初め とする自然

言語の表示及び入出力の問題は今後の重要な課題で

す。また、多言語を同時に処理するという意味から

機械翻訳システムは格好の応用課題と言えるで しょ

う。

 このような意味から、機械翻訳システムはこれか

らも魅力的な研究テーマだと思います。なかでも電

子化辞書や概念辞書などの大規模なシステムの開発

のためには、国際的な共同活動の必要性が高いと思

われます。

 また、教育関連のソフトウエアの開発 も盛んにな

って来ています。自然言語に関する教育システムの

開発ニーズが多く、将来の有望なマーケットで しょ

う。機械翻訳 システムがCAIの 一環 として役立つ

には、どの ような側面を強化する必要があるかに

ついて、市場を十分に調査する必要があると思われ

ます。

 f1図讐の紹糞

匿書 名:自 然言語処理

     岩波講座 ソフトウエア科学 15

 著 者:長 尾 真 京都大学工学研究科言語メデ

          ィア工学分野教授

          京都大学付属図書館長

     佐藤理史 北陸先端科学技術大学院大学

          情報科学研究科助教授

     黒橋禎夫 京都大学工学研究科言語メデ

          ィア工学分野助手

     角田達彦 京都大学工学研究科言語 メデ

          ィア工学分野助手

発行所:株 式会社岩波書店

定 価:4,800円

 概 要:

 世界的パイオニアたちによる決定版!

人間は 「ことば」と 「概念」を操作 して考える。マ

ルチメディア時代にますます重要となる自然言語処

理技術をやさしく解説。計算機を学ぶ人すべてに必

携!

形態素解析、構文解析、意味解析などの基本的な自

然言語処理の理論と技術をていねいに解説する。 さ

らに、文脈解説、言語理解、文の生成、学習などの

進んだテーマ、また辞書や情報検索、機械翻訳など

の応用上重要なテーマについても実践的に紹介する。

重要なアルゴリズムや手順などは、実際の役に立つ

ように具体的に記述 した、世界的な自然言語処理研

究のパイオニアたちによる決定版。
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睦ンリン饗

翻訳 ソフ ト市場の現在

カテナ株式会社 ソフ トウェアプロダクツ事業部 事業部長 厚川 美和

当社 が 「コ リャ英 和!」 ウ イ ン ドウ ズ版 を定 価9,800

円 で発 売 した のが1994年10月 。翻 訳 ソ フ トの低 価 格

化 の 火 付 け 役 に な り ま した。 当 時 は 、 「コ リ ャ英

和!」 が あ ま りに も安 す ぎる の で 高 い 翻訳 ソ フ トが

売 れ な くな る 、 と他 社 メー カ ー の 方 々 は非 常 に 懸念

され て い た よ うです 。 と ころ が 、 蓋 を 開 け て み る と、

低 価 格 化 に よっ て、 翻訳 ソ フ トが 一般 ユ ー ザ の 選択

の範 疇 に 入 っ て くる こ とに よっ て 、翻 訳 ソ フ ト市 場

自体 の拡 大 に大 き く貢献 す る こ とに な り、 各社 の売

上 も増 大 した よ うで す 。

過 去 に 、翻 訳 ソ フ トの潜 在市 場 を計 る マ ー ケ テ ィ ン

グ調 査 を行 っ た こ とが あ ります。 そ こ で 出 た結 論 は 、

翻 訳 ソフ トのニ ー ズは ワー プ ロ な み に大 きな もの で

した。 この 結 果 が 今 現 実 とな っ て い ます。 大 きな潜

在 ニ ー ズ を 、 こ れ まで な か な か顕 在 化 で きな か っ た

理 由 は な ん で しよ うか 。 まず 第一 に は 、環 境 と して

の パ ソ コ ン普 及 が あ ります が 、翻 訳 ソ フ ト側 に もい

くつ か の要 素 が あ ります 。

1)翻 訳 の 質

2)価 格

3)英 文 の 電 子 化 の 手 間

4)翻 訳 ス ピー ド

5)使 う人 、使 う場 面 の ニ ー ズ の違 いへ の 対 応

翻 訳 ソ フ トの 発 展 ・成長 の要 素 は 、 な ん とい っ て も

初 期 訳 精 度 の 向 上 で す。 当然 の こ とで はあ ります が 、

メ ー カ ーの 関 心 は 機械 翻 訳 の 最 大 課 題 「翻 訳 の 質 の

向 上 」 に集 中 して き ま した。 しか し、 現 段 階 で 、翻

訳 ソ フ トの 商 品 と して の完 成 度 を言 え ば、 まだ まだ

発 展 途 上 に あ り未成 熟 な もの で す 。 ソ フ ト以 外 の 一

般 的 な他 の 商 品 と比 較 します と、 あ る意 味 で は 欠 陥

品 と も言 え る か も しれ ませ ん,。 た と えば 、 電 卓 の

機 能 で 「○ ○ が で き る」 と言 え ば 、 そ れ は100%で

き るの で あ り、 出来 ない もの は 不 良 品 で す 。 お 金 を

支払 っ て購 入す る商 品 に対 して の 一 般 的顧 客 の 認 識

か ら くる期 待 値 と、現 在 の 翻 訳 ソ フ トの 品 質(=精

度)の 間 の ず れ は ま だ まだ 大 きい と言 え ます 。翻 訳

ソ フ ト開発 メー カ ー は、 この 乖 離 を埋 め る た め に 翻

訳 精 度 の 向上 に 向 け てエ ンジ ンの改 良 に努 力 を して

き ま した。 機 能 面 て も翻 訳 精 度 を 向上 させ る た め の

編 集 機 能 的 な もの の改 良 が主 で した。 翻 訳 精 度 は確

実 に一 歩 一 歩 レベ ル が 向上 して い ます が 、時 間 が か

か り ます。 最 近 の特 徴 は 、精 度 の 向上 以 外 に 、使 い

が っ て の 向上 に よ りユ ーザ ー の満 足 度 を上 げ て い る

こ とです 。 そ の結 果 、潜 在 ニ ー ズ の掘 り起 こ しに つ

な が っ て大 き な成 果 を上 げ て い ます 。

パ ソ コ ンの普 及 に よ っ て機 械 翻 訳 を と りま く環 境 が

変 化 し、翻 訳 精 度 以 外 の2)～5)の 要素 が 潜 在 ユ

ー ザ ー を顕 在 化 させ 市 場 を拡 大 で き る条 件 か整 い ま

した。 特 に5)に つ いて は、 機 械 翻 訳 の手 順 ・使 い

方 の発 想 が 作 り手 側 の中 で 固 定 化 して い ま したが 、

「翻 訳 を仕 事 と しな い」 一 般 ユ ーザ 層 のニ ー ズへ の

対 応 が 市 場 を拡 げ ま した。

「コ リ ャ英 和!」 は単 に低 価 格 化 へ の 火 付 け役 だ け

で は な く、5)の 要 素 に対 して も潜 在 ニ ー ズで あ る

「読 む ため の ツ ー ル」 と して の 位 置 付 け を は っ き り

させ ま した。 その ため に不 要 な機 能 は繁 雑 さ を避 け

る ため に な く し、 「読 む ツー ル」 と して の ニ ー ズ に

マ ッチ した使 い方 を実 現 す る 「ク リ ップ ボ ー ド翻

訳 」 とい う機 能 を付 け て い ます 。 一 般 ロー エ ン ドユ

ーザ ー の 目的 は
、 翻 訳 自体 で は な く、 そ の 英 文 情 報

の 内 容 が 知 りた い の で す 。 で す か ら、 「翻 訳」 とい

う過 程 には 出 来 るだ け煩 わ され た くな い わ け で す 。

「NetSurfer」 は一 早 くイ ン タ ー ネ ッ トニ ー ズ に 対応

した 商 品 で す が 、 これ も5)の 要 素 に 着 眼 した 商 品

で す 。 イ ン ター ネ ッ トの ホ ー ム ペ ー ジ を 「読 む ツー

ル 」 と して 、 表 示 形 式 を原 文 そ の ま まに す る こ とで

ニ ー ズ に対応 しま した。 もち ろ ん 、 イ ン ター ネ ッ ト

自体 が 、 これ まで の機 械 翻 訳 の大 きな課 題 の一 つ で

あ った 「入 力 の 手 間 をい か に省 くか」、を解 決 して く

れ た こ とが 直接 的 な大 きな原 因 です 。 と、 同時 に イ

ン ター ネ ッ トな らで は の使 い が っ て の改 善 が翻 訳 ソ

フ トの 可 能性 を 大 き く し ま した。 過 去 を振 り返 っ て

み る と、 「原 文 レ イア ウ トを その まま に翻 訳 結 果 を

出 す事 」 は 、以 前 か らマ ニ ュ ア ル な どの 日本 語 版 を
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作 成 す る 方 々の ニ ー ズ の 中 に あ っ た こ とで す 。 当 時

は 、 「翻 訳 ソ フ トが そ こ まで対 応 す る必 要 が あ るの

か」 と考 え た もの です が 、 イ ン ター ネ ッ トに よ って

情 報 が提 供 され る メ デ ィア の概 念 自体 の 変 化 に よ り、

読 む ツ ー ル に は 当然 の 要素 に な り ま した 。

電 子 化 され た情 報 は ます ます 増 え て い くわ け で す が 、

そ れ で もま だ まだ紙 媒 体 の 情 報 が 主 流 で す か ら、 入

力 に 関す る概 念 を変 え る使 い方 の提 案 も一つ の方 向

で す 。 当 社 で は 、紙 媒 体 の 英 文 情 報 を ち よ っ と拾 い

読 み す る ため の ツ ー ル、 入 力 と翻 訳 が 、 ワ ンス テ ッ

プで 行 え る よ う な ツー ル を提 案 して い ます 。 当社 が

提 案 して い るの は、 翻 訳 ソ フ ト(ロ ゴ ヴ ィス タ 「E

to l Persona1」)と ペ ン型OCRス キ ャナ(「IRISPen」)

をセ ッ トに した商 品 ロ ゴ ヴ ィス タ 「EtoJ Personal

ス キ ャニ ン グ シス テム」 で す 。 ペ ン型 ス キ ャナ と聞

くと、 「ハ ンデ ィス キ ャナ の さ らに 小 型 版 にす ぎず 、

訳 に立 つ の だ ろ うか?」 とい う印 象 を持 つ 方 は 多 い

で し ょ う。 しか し、1RISPenは 、形 状 だ け で な く、

機 能 面 で も これ まて のOCRと ス キ ャナ の使 い 勝 手

の イ メー ジ を変 え ま した。 「イ メー ジデ ー タの取 り

込 み→ テ キ ス トデ ー タへ の 変換 → 翻 訳 ソ フ トへ の取

り込 み」 とい う これ まで の3段 階 の ス テ ップ を 「ス

キ ャ ンす る(=ペ ンス キ ャ ナ で英 文 を な ぞ る)」とい

う1回 の 操 作 で 行 っ て しま い ます 。 あ とは 、 翻 訳 実

行 ア イ コ ン を ク リ ックす る だ けで 翻 訳 結 果 か 得 られ

ます 。 この 商 品 も、5)番 目の 要 素 を発 展 させ る提

案 で す 。 翻 訳 市 場 の 拡 大 には 、 翻 訳 に必 要 な 全 て の

ス テ ッ プの 課 題 を解 決 す る必 要 が あ り ます 。

「わ ざわ ざ翻訳 す る」 とい う壁 を な くす 商 品が 求め

られ て い ます。 翻訳 の 質 は 当然 の こ と と して 、 また

翻 訳 の 質が 向上 す れ ばす る ほ ど、使 い 勝 手 の良 さを

求 め る ニ ー ズ は 高 くな り ます 。OpenDocやActiveX、

Appletと い った 技 術 に よ り、 アプ リケ ー シ ョンの 在

り方 ・使 わ れ 方 まで 違 っ て き ます 。 過 去 の 行 動 パ タ

ー ン とは 違 うデ ジ タ ル時 代 の 翻 訳 ニ ー ズ=英 文 と係

わ る場 面 を一 早 くキ ャ ッチ して 、 ユ ー ザ に使 い 方 を

ソ リュ ー シ ョン と して 提 案 で きる 商 品 が潜 在 ニ ー ズ

を掘 り起 こ し市 場 を拡 大 して い くで し よ う。

翻 訳 の 質 に つ い て は 、 現 時 点 て表 面 に現 れ わ れ て い

る翻 訳 精度 の 善 し悪 しだ け で な く、 い か に成 長 性 の

あ る翻 訳 理 論 で あ る か が 商 品 の将 来 性 を決 め ます 。

「継 続 的 な 翻訳 精 度 の 向 上 が保 証 され た翻 訳 理 論 の

確 か さ」 と 「ソ リュ ー シ ョン提 案 」 の 両 輪 が そ ろ う

こ とで 、翻 訳 市 場 は 今後 も さ らに大 き く拡 大 す る と

考 え ます 。

1新刑図誉の締介

■ 書 名:プ ロ グ ラ ミン グの 壷

 出版 社:共 立 出版

 原 著:"Programming on Purpose"

 原 著者:P.」,plauger

 訳 者:安 藤 進

 監 訳 者:石 田晴 久

 定 価:① 設計 編(1995年10月1日 発 行)2,700円

    ② 人 間編(1996年1月25日 発 行)2,700円

    ③ 技 術 編(1996年6月18日 発 行)2,700円

 概 要:

 原 著 の タ イ トル は 「目的 意 識 を持 って プ ロ グ ラ ミ

ング しよ う」 とい った 意 味 合 い だ が 、 ち ょう ど 《ア

ラ ジ ンと不 思 議 な ラ ン プ》 の よ う に、 す ば ら しい ア

イデ ィアが た く さん詰 まっ て い る く壷 》 に ち なん で

邦 訳 を決 め た。

 4半 世 紀 に わ た り、 メ イ ンフ レー ム か ら ミニ コ ン、

パ ソ コ ンへ と進 む コ ン ピュ ー ター の 世 界 を 歩 ん で き

た 著 者 が 、 その 間 の技 術 と人 間 模様 を活 写 した 珠 玉

の エ ッセ イ集 。 米 国 人 に は異 色 の コ ンセ プ トで 展 開

す る ソ フ トウエ ア に関 す る待 望 の哲 学 書 で もあ る 。

 翻 訳 は読 者 と著 者 の イ ンター フ ェー ス だ とい うの

が 、訳 者 の信 念 だ 。こ の一 年 間 、著者 と ほぼ 毎 日《電

子 メー ル》 で や り取 り した。 第1集 と第2集 に も、

読 者 か ら多 くの 問 い 合 わ せ をい た だ き、技 術 的 な 問

題 につ い て は、 そ の 都 度 著 者 に 確認 して 返事 を して

い る。 《イ ン ター ネ ッ ト社 会 》 で の新 しい翻 訳 の あ

り方 を提 示 で きた と 自負 して い る。

問 合 せ 先:E‐Mail Ando.Susumu, 《GFGO2221@

    niftyserve.or.jp》

一13一



イ ン ター ネ ッ トと機 械 翻 訳(そ の2)

九州工業大学情報工学部 教授 野村浩郷

 イ ン ター ネ ッ トへ の ア クセ ス に お い て は 、 好 む と

好 ま ざ る と に拘 わ らず外 国 語 で 書 か れ た 文 章 に接 す

る こ と に な る。 その た め 、 イ ン ター ネ ッ トが 一 般 化

す れ ばす る ほ ど 、外 国 語 を読 み ・書 きす る こ と に関

す る言 語 障 壁 の 困 難 な問 題 が 顕 在 化 して くる。 い く

ら外 国 語 に なれ てい る人 で も、 大 量 の 文 章 を速 く読

ん だ り、必 要 な情 報 と不 要 な情 報 と を速 く選 別 す る

た め に は母 国語 の方 が 効 率 が 良 い で あ ろ う。 この よ

うな問 題 を解 決 す る ため の 直接 的 な方 策 は 、 い う ま

で もな く機 械 翻 訳 を利 用 す る こ とで あ る。 そ の よ う

な新 しい状 況 の 下 にお け る機 械 翻 訳 へ の 要 請 に応 え

る ため に は 、現 在 の 機 械 翻 訳 は 「変 わ らな け れ ば な

らな い」。そ の意 味 で 、 前 号 にお い て 、 「機 械 翻 訳 は

人類 史上 に た だ一 回 だけ くる重 大 な転 機 に 直 面 して

い る」 と書 い た。 で は、 どの よ う に 「変 わ ら なけ れ

ば な らない 」 の で あ ろ うか 。 今 回 は 、 言 語 対 と多 言

語 表 示 の問 題 につ い て み て い くこ と にす る 。

 国際 的 な情 報 交 換 で は 一 般 に外 国語 が 不 可 欠 で あ

る。 しか し、外 国 語 とい って も、 ほ とん どの 場 合 は

世 界 の共 通 語 で あ る 「英 語 」 で 用 が 足 りる 。 なぜ な

ら、 イ ンタ ー ネ ッ トで提 供 され る情 報 の 多 くは 英 語

で 記 述 され てお り、 この 現 象 は 今 後 も続 くと考 え ら

れ るか らで あ る。 さら に、 イ ン ター ネ ッ トにお け る

業 務 用 のURLで は 、 日本 語 圏 で もそ の 他 の 非 英 語

圏 で も、 自国 語 の もの に加 えて 「英語 ペ ー ジ」 も用

意 す る のが 普 通 で あ る。 した が っ て 、 イ ン ター ネ ッ

トで使 う機 械 翻 訳 は、 英 語 か ら 自国語 へ の 翻訳 の 需

要 が 最 も高 い とい う こ と にな る。 翻訳 需 要 に お け る

こ の よ うな傾 向 は、 イ ン ター ネ ッ トとい う もの に依

存 す る もの で は な く、 従 来 か ら一般 的 に見 られ る傾

向 で あ る。

 しか し、外 国語 で のURLの 用 意 に は 工 数 が か か

る もの で あ り、 また 日本 の よ うな非 英語 圏 で は英 語

のURLを 書 くだ けの 英 語 力 が 必 ず し も十 分 で な い

場 合 も多 い 。 しか も、 イ ン ター ネ ッ トが さ らに一 般

化 す る と、 業務 上 必 須 で は ないURLを わ ざわ ざ英

語 で 用 意 す る割 合 は 減 少 す る と思 わ れ る。 こ れ は 、

将来、非英語と自国語との間の機械翻訳の需要が増

す可能性を示唆 している。 したがって、従来はそれ

ほど重要視されていなかった非英語 と日本語 との間

の機械翻訳への要請も、今後は高まってくると予想

される。

 機械翻訳は、多言語機械翻訳ではなく、2言 語機

械翻訳として実現することが重要である。 また、文

書の種類や内容の分野に制限がないオールマイティ

な機械翻訳としてではなく、翻訳の対象 と目的に合

わせて機能を適合させた機械翻訳として実現するこ

とが重要である。なぜなら、現在の機械翻訳の技術

(もっと一般的に言うと自然言語処理の技術)は あ

まりにも低い レベルに留まっているからである。現

在および近い将来の技術 レベルでは、機械翻訳にお

ける自然言語処理の機能の飛躍に高い期待をかける

のは間違っている。機械翻訳は、初歩的多言語処理

とコンピュータネットワークとによる効果を翻訳に

おいて最大限に活用するという観点で考えるべ きも

のである。

 英語の文章を読む場合と、英語で情報を発信する

場合とでは、機械翻訳への要求は異なる。また、い

ずれの場合でも、情報アクセスや情報発信の目的な

どによって機械翻訳への要求は異なる。機械翻訳の

技術は未だ極めて初歩的な段階にあるので、技術の

現状の範囲内で最も効果的な使い方を実現 しなけれ

ばならない。将来、機械翻訳の技術が飛躍 したとし

ても、高い品質の翻訳はコス トが高 くなるであろう

から、コス ト・パーフォーマンスの観点からの妥協

も避けることができない。例えば、情報スキャンの

ような目的では、高い品質の翻訳よりは高速な翻訳

が要求される。インターネットは大量な情報をリア

ルタイムにオンラインで提供するものであるから、

そのような要求はますます多くなる。翻訳 された文

章が文法的に不完全であっても、母国語で表現 され

たキーワー ドが一瞥できるだけでもその効果は高い。

すなわち、品質の悪い機械翻訳でも有効に活用でき

る場面は多い。
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 一 方 、情 報 発 信 の た め の機 械 翻訳 は 、 意味 内容 が

正 確 で あ る ば か りで な く、文 法 的 に 正 し くか つ読 み

や す い文 章 に翻 訳 で きな け れ ば な らな い 。 しか し、

残 念 なが ら、 こ の よう な要 請 に答 え る こ とが で きる

完 全 な る機 械 翻 訳 の実 現 の 見 通 しは全 くな い とい わ

ざ る を得 ない 。 したが って 、 現 在 の 機 械 翻 訳 の活 用

の し方 と同 じ く、 最 終 的 に人 間 が 翻 訳 を完 成 させ る

とい う方 法 を と ら ざる を得 ない 。

 イ ン ター ネ ッ トで機 械 翻 訳 を使 うた め には 、 ブ ラ

ウザ が イ ン ター フ ェー ス と して機 械 翻訳 をサ ポ ー ト

す る機 能 を備 え て い な け れ ば な らな い 。 しか し、残

念 なが ら、現 在 の ブ ラ ウザ は機 械 翻 訳 の サ ポ ー トを

全 く考 慮 しな い とこ ろ か ら 出発 して い る の で 、 そ の

よ うな機 能 を望 むべ く もな い。 した が っ て 、機 械 翻

訳 機 能 を持 つ 多 言 語 ブ ラ ウザ とい う もの を新 し く開

発 す る必 要 が あ る。 以 下 で は、 機 械 翻 訳 の ため の 多

言 語 ブ ラ ウザ につ いて 、 多 言 語 表 示 とウ ィ ン ドウ構

成 の 問 題 を中 心 に見 て い くこ と にす る。

 多 言 語 表 示 の 機 能 に関 して は 、 上 に述 べ た 通 り、

まず 英 語 と 自国 語 の 表 示 、 そ して さ ら に非 英 語 の 外

国 語 と 自国 語 が 表 示 で きる 必 要 が あ る。 この と き、

非 英 語 の外 国 語 は 必 要 十 分 な数 だ け 選 択 ・表 示 で き

る もの で なけ れ ば な らな い 。 現 在 の ブ ラ ウザ の 多 言

語 表 示 の 機 能 は 、 まっ た く不 十 分 で あ りか つ極 め て

不 適 切 で あ る 。

 多言 語 表 示 を不 具 合 な く表 示 す る た め に は 、 文字

コ ー ドが適 切 に 設定 され て い な け れ ば な らな い 。機

械 翻 訳 の観 点 か ら定 め られ た 文字 コ ー ドと して は 、

CICC機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク トの文 字 コ ー ドが 唯 一 の

もの で あ る と言 っ て よい で あ ろ う。CICC機 械 翻 訳

プ ロ ジ ェ ク トは 、 日本 語 、 中 国語 、 タイ語 、マ レー

シ ア語 お よ び イ ン ドネ シ ア語 の5ケ 国 語 の 間 の機 械

翻 訳 シ ス テ ム の 開発 に関 す る 国際 協 力 プ ロ ジ ェ ク ト

で あ っ た。 こ の プ ロ ジ ェ ク トで は 、公 式 な文 字 コ ー

ドの形 式 と して 、4バ イ トコ ー ドを採 用 した。 この

4バ イ トコ ー ドで は 、 したが って 、各 文 字 はそ れ ぞ

れ4バ イ トの コ ー ドで 表 され る。4バ イ トの 内 、 最

初 の2バ イ トは言 語 識 別 用 に、 そ して 残 りの2バ イ

トは文 字 識 別 用 に用 い られ る 。 文 字 識 別 用 コー ドは

そ れ ぞ れ の 国 で 標 準 化 され て い る コー ドを使 う。 日

本 語 に対 して は 、例 え ば 、Jisコ ー ドを使 う。 中 国

語 に対 して は 、 中 国 で標 準 化 され て い る もの を使 う。

こ れ に よ り、 言 語 は単 純 明快 な 方 法 に よ り識 別 で き、

文 字 は そ の 国 の 文 字 と共 通 な方 法 に よ り識 別 で き る。

した が って 各 国 語 は 不 具 合 な しに適 切 に表 示 で き、

しか も、 十 分 多 くの 数 の 言 語 が 表 示 で きる 。

 日本 語 や 中 国 語 の 文 字 の 数 は 、 欧 米語 の 文 字 の 数

に比 べ て桁 が違 うほ どに 多 い 。 した が っ て 、 多 言語

表 示 の問 題 点 は 、 欧 米語 のみ を扱 う とこ ろ か らは 明

確 にで き な い。 多言 語 表 示 の 問 題 は 、例 え ば 日本 が

世 界 の イニ シ ア テ ィブ を とっ て取 り組 むべ き問 題 で

あ る。 そ の と き、CICCの 文 字 コー ドに 基 礎 を 置 く

べ きで あ ろ う。 しか し、 残 念 なが ら、 現 在 まで にそ

の よ うな 観 点 か らの 取 組 ・成 果 は 見 られ な い よ うで

あ る。

 日本 で 使 わ れ て い る代 表 的 な現 在 の ブ ラ ウザ は 、

例 え ば 、 日本 語 文 字 、 韓 国 文字 、 あ る い は 中 国文 字

の い ず れ か と欧 州 文字 が選 択 で き る。 欧 州 文 字 と し

て も 、少 数 の 選択 が あ る。 この よ う な言 語 選 択 の 機

能 は 、 機 械 翻 訳 の た め に用 意 された もの で もな く、

また ユ ー ザ の 便 を考 え て用 意 され た もの で も ない 。

す なわ ち、 機 械 翻 訳 の ため に は全 く不 十 分 か つ 不 適

切 で あ る。 したが っ て 、 ブ ラ ウザ の 多 言 語 表 示 の 機

能 は 、根 本 的 に設 計 し直 す 必 要 が あ る。

 日本語 文 字 の コ ー ドの 種 類 と して は 、代 表 的 な も

の に 、EUCコ ー ド、 SJisコ ー ド、 お よ びJISコ ー

ドの3種 類 が あ る。 この よ うに 、 日本語 に対 して3

種 類 もの コー ドの 種 類 が あ る た め 、 ブ ラ ウザ の 表 示

で文 字 化 け が 生 じる とい う極 め て不 具 合 な現 象が 起

こ っ て い る。 現 在 の ブ ラ ウザ の 中 に は 、文 字 コ ー ド

選 択 機 能 が 不 適 切 で あ る た め 、 日本 語 文 字 が 適 切 に

表 示 で き な い もの もあ る。 この よ う な問 題 も含 め て

多 言 語 表 示 の 問題 を解 決 す る ため に は、 日本 と して

は、 まず 、 日本 語 文 字 コ ー ドを統 一 す る必 要 が あ る。

 ウ ィン ドウ構 成 につ い て は、 ブ ラ ウザ の 言 語 画 面

分 割 、 言 語 別 ブ ラ ウザ クロ ー ン作 成 、 お よび 逐 次 的

言 語 対 照 表 示 な どが 考 え られ る。 これ らが 十 分 な情

報 の 量 を表 示 で き 、か つ イ ン ター ネ ッ トへ の ア クセ

ス の 対 象 や 目的 に よ っ て、 そ して個 人 の 好 み に よっ

て い ず れ もが 容 易 に選 択 ・移行 で きる よ うに な っ て

い な け れ ば な ら ない 。 そ の た め に は 、画 面 は 、現 在

の も の(例 え ば 、1280x1024ピ クセ ル)よ り も も っ

と もっ と高 精 細 な 表 示 能 力 を持 っ て い な けれ ば な ら

な い 。
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鞍術早分かり

機 械 翻 訳 と 文 法

(株)富 士通研究所 メディア統合研究部 富士 秀

1 文 法 とは?

さて 、 そ もそ も文 法 と は一 体 何 で し ょう。 まず は 機

械 翻 訳 は傍 ら に置 い てお い て 、文 法 その もの につ い

て考 え てみ ます 。

ち ょっ と手 元 の辞 書 を引 い てみ る と こ ん な風 に載 っ

て い ます 。 「単 語 の文 構 成 上 の 性 質 や 文 な どの 構 造

・運 用 に 見 られ る法 則 の体 系 」。ま あ 、平 た くい う と

「単 語 が つ な が っ て文 を作 っ て い く と きの、 つ なが

り方 の規 則 を ま とめ た もの」 とい っ た とこ ろで し ょ

うか 。 しか し、実 際 に は文 法 とい う用 語 はか な り曖

昧 に使 わ れ て い て 、規 則 と して書 け る よ うな事 柄 は

何 で も文 法 と呼 ば れ る よ うな場 合 もあ り ます 。 こ の

記事 の 中 で も、 一般 的 な感 覚 で は文 法 とは言 え な い

よ う な言語 現 象 も取 り上 げ て い ます が 、大 目 に見 て

や っ て くだ さい 。

言語 の 中 には 規則 化 し易 い事 柄 と しに くい事 柄 が あ

り、 そ れ らが 複雑 に絡 み 合 っ て い る わ け です が 、今

回 は 、 規 則 化 し易 い もの が 文法 だ と考 え 、 こ れ に 関

して お 話 を した い と思 い ます。

2 文 法 って何 の 役 に 立 つ の?

なぜ 文 法 な ど とい う面 倒 臭 い ものが 必 要 なの で し ょ

うか?そ もそ も私 達 が 日本 語 の文 章 を読 む時 に 「え

え と、この 単 語 は名 詞 で 、こ の単 語 が 動 詞 だ か ら...」

な ど とい う読 み 方 をす る 人 は い ない で し ょう。 私 達

が 、 日常 普通 に生 活 して い く上 で 、文 法 が 必 要 と な

る機 会 は そ う多 くは な い と思 い ます 。

とす る と、 文 法 が使 わ れ る場 面 は 日常 生 活 以 外 とい

う こ とに な る わ け です が 、具 体 的 に は ど ん な と こ ろ

で使 わ れ る の で し ょ う。

●国語教育

学校教育の国文法では、まさに文法とい うものがお

目見えします。中学時代の国文法の教科書を引きつ

り出してくると、次のような記述があ ります。 「国

文法の学習を通 して健全な日本語の使用ができるよ

うにその基礎を研かなければならない。」 でも、日

本語を使 う環境に生 まれてきた人で、国文法を勉強

するまではまともな文章が書けないと言う人は小数

で しょう。辞書だって問題なく引けます。 「何でこ

んなもの勉強するのだろう」 と思いながらもテス ト

の点を取るために学習 した人もいるのではないで し

ょうか。

●外国語教育

外国語の授業では文法は大活躍 します。例 えば、英

語の授業で 「book(本)」は名詞で 「wa且k(歩く)」は

動詞だと言われれば、なるほど何故かピンとくるも

のです。 日本語の文法にもそういう似たような概念

があるので、このように文法を用いて説明されると

分かり易いわけです。 また、外国語 と日本語の仕組

みの違いを認識するのにも役に立ちます。 「英語に

は冠詞があるけど日本語にはない。」などというのは

この例でしょう。聞いただけでアレルギー反応 を起

こす人もいるかも知れませんが 「関係代名詞」 など

もこの例です。ここでは、日本人が外国語 を学習す

る際のことを述べ ましたが、外国人が日本語を学習

するような場合でも同様に文法は活躍 します。

ちなみに、学校教育の英語教育を受けても実際に使

えるようにならない、と言われて久しくな ります。

これは、あまりにも文法を重視 し過 ぎたため、その

内容はかなり 「翻訳の勉強」に近いようなものにな

っていたか らではないか との指摘 もあります。逆に

そのお蔭で、学校教育の外国語の理論が翻訳に適 し

た ものになっているかも知れません。

●機械翻訳

文法の もう一つの活躍場所は機械翻訳です。機械翻

訳では、上の外国語教育のところで述べたような、

原言語と目標言語の類似性や非類似性を利用 して翻

一16一



訳を行ないます。例えば、 「英語のこういう構造は

日本語ではこういう風な構造に対応 している」 とい

うような規則を用意しておいて翻訳を行なうことに

なります。

多くの機械翻訳 システムでは、何種類かの異なった

文法セットが必要にな ります。一つ目は、原言語の

構造を理解するための、いわゆる解析文法と呼ばれ

るものです。2つ 目は、理解 した原文の構造を目標

言語の構造に変換する文法です。これは、 「文法」

という表現 をされない場合もあるでしょう。そ して、

3つ 目は、変換 された構造から、目標言語の文法に

沿った文章を作 り出す、生成文法といわれるもので

す。

以上、文法が使われる場面を考えてみました。文法

というものが、言語間の変換を行なう、つまり翻訳

をするためには好都合なものであることはおわかり

いただけたと思います。

3 人間のための文法 と機械のための文法

文法は翻訳のためには頼 もしい存在なのですが、同

じ文法でも人間のための文法 と機械のための文法は

どうも様子が違っています。それでは、これら2種

類の文法はどこがどう違 うのでしょう?

や は り決 定 的 に違 うの は 、 人 間 向 け の 文 法 は 非 常 に

シ ン プル にで きて い る の に 対 して 、 機 械 向 け の 文 法

は何 で も事 細 か に記 述 され て い る こ とで しょ う。 人

間 は曖 昧 な もの を処 理 した り、 一 般 化 した り、 推 論

した りす る こ とが で き るの で 、 文 法 で もそ れ を見 越

して 必 要 以 上 に細 か い 説 明 をす る必 要 が ない の で す 。

例 え ば、 人 間 な ら"igo to schooL"の"school"の 変

わ りに"the city centre"等 と書 か れ た よ うな もの で

も難 な く理 解 して しまい ます し、"Igo to school

everyday."が 来 て もち っ と も驚 き ませ ん。 母 国 語 の

知識 をフ ル活 用 す る な ど して 、何 の ため らい もな く

読 ん で し まい ます 。 こ れ に対 して 、機 械 に教 え る文

法 と して は 「この 文 の 目的語 と して は 、場 所 を表 す

名 詞 が 来 な け れ ば な らな い。 場 所 を 表 す 名 詞 と は

…」 の よ うに 本 当 にこ と細 か く記述 して や る必 要 が

あ るの で す 。

解析 文法 と生 成 文 法 が 分 か れて い るの も、そ ん な機

械 翻 訳 の 文 法 の 特 徴 を表 して い るの で し ょうU普 通

の 日本 人 で あ れ ば 、 英 語 をマ ス ター す れ ば、 あ る程

度 は 日本 語 か ら英 語 へ の翻 訳 と英 語 か ら 日本 語 へ の

翻訳 の 両 方 を同 じよ う に こ なせ る よ う に な ります 。

つ ま り、 英 語 が 理 解 で きる と、 あ る程 度 は英 語 が 書

け る よ う に も な ります 。 しか し、機 械 の 場 合 は、 英

日翻 訳 シ ステ ム が で き たか らと い っ て そ ん な に簡 単

には 日英 翻訳 シス テ ムが 作 れ る わ けで はあ りませ ん。

人 間 の よ う に融 通 が 効 か な いの で す 。

別の見方をすると、人間が文を処理する場合には、

シンプルな文法理論 と人間の融通性の高い曖昧性処

理能力の両方が使われるのです。これに対 して、機

械翻訳で処理する場合には、シンプルな文法理論に

どの くらい融通性を持たせ られるかが勝負を決める

のです。

なお 、前 号 や 前 々号 の 記事 で も話 が あ っ た通 り、文

法 以 外 に も、辞 書 や 品 詞 な ど も事 細 か な記 述 が 必 要

に な っ て き ます 。 全 くもっ て 、 融通 の効 か な い機 械

に もの ご とを 教 え る こ とは 容 易 な こ とで は な い の で

す 。

4 機械翻訳 における文法の生い立ち

それでは、機械翻訳の文法はどのようにして生まれ

てきたので しょうか?

4.1 理詰めのアプローチ

これまでお話 ししてきたように、外国語教育などで

お馴染みの人間向けの文法は、機械翻訳に限らず、

翻訳を行なうには都合の良いものです。そこで、当

初開発 された機械翻訳は、この人間向けのシンプル

な文法をベースに作 られてきました。人間向けの文

法がシンプルなのに対 して、機械向けの文法は細か

い記述が必要なので、文法の規則数はどんどん増え

ました。

また、最初は基本的な文法規則に対 しての例外を記

述していくような形で開発が進められるわけですが、

このようにして規則の数が増えてくると、規則の問

に矛盾が生 じてきました。 「例外処理に例外処理を

重ねて文法を充実させていけば、そのうちに完壁な
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翻訳 が で き よ うに な る さ。」とい う夢 は崩 れ去 っ た の

で す 。

こ の理 由 と して は 、言 語 とい う もの は 、文 法 の よ う

に単 純 に規 則 化 で きる要 素 ばか りで な く、 もっ と文

全 体 の パ ター ンに根 ざ してい る要 素 や 、複 数 の 規 則

間 の バ ラ ンス に根 ざ した要 素 な どが 含 まれ てい る、

とい うこ とが考 慮 されて い なか っ たか らで し ょ う。

ま とめ る と、 どの よ う なア プ ロー チ で 開 発 を行 な う

と して も、 文 法 的 な 要 素 を使 う こ とは避 け て 通 れ な

い こ とで あ り、 また 文 法 的 で な い 要 素 も同 時 に使 う

必 要 が あ る の です 。

5 機械翻訳における文法の現状

さて、それでは実際の機械翻訳における文法はどの

ようになっているのでしょうか。

4.2 直観 的 ア プ ロー チ

以 上 の よ うに して 、理 詰 め の ア プ ロー チ で は、 満 足

な翻 訳 結 果 が得 られ ない とい う苛 立 ちが つ の って き

ま した。 こ ん な 中で 、 も っ と実 務 的 な翻 訳 の プ ロセ

ス に近 い よ うな方 式 が提 唱 され る よ う に な って き ま

した。 この 方 式 で は、例 えば"the change of the

company'sname takes effect"に 対 して 「新 しい 社名

が 有 効 に な る」 とい う よ うな訳 文 の対 を大 量 に 用 意

してお き ます 。 そ して 、 入 力 文 が 与 え られ た ら、 そ

の 入 力 文 に近 い よ うな対 訳 対 を検 索 して きて訳 文 を

取 りだ し、 う ま く組 み 合 わせ る こ とに よっ て 出 力 を

得 ます 。例 え ば 、"the change of the school'sname took

effect"の よ う な 入 力 が あ っ た ら 、蓄 積 して あ る対 訳

対 の 中 か ら上 述 の対 が最 も類 似 した もので あ る と認

識 し、 「新 しい校 名 が有 効 に な っ た」 の よ うな 出力

を します 。

この よ うな 方式 だ と、想 定 され る 入力 文 に近 い よ う

な対 訳 対 が大 量 に あれ ば 、非 常 に 自然 な訳 文 を得 る

こ とが で き ます 。 この 方 法 は 、一 見 して 文 法 が 必 要

な い よ うに思 わ れ ます が 、 実 は 突 き詰 め て い くとそ

うで もない こ とが わ か って くるの で す 。

上 の 例 で 、英 語 の 単 語 の"company"は 例 え ば 、

"
schoo1"や"president"な どで も構 わ な い わ け で

す 。 この こ と を表 現 す る た め に は"the change of the

XXX'S_"の"XXX"は 特 定 の名 詞 に よ っ て置 き換 え

られ る こ と を記 述 で きな け れ ば な らな い わ け です が 、

そ の た め に は や は り名 詞 な どの文 法 カ テ ゴ リが 必 要

に なっ て き ます 。 こ れ は単 純 な例 で す が 、 この よ う

に して 考 え て行 く と、直 観 的 な ア プ ロ ー チで も文 法

に 近 い よ うな もの が必 要 に な っ て くる こ とが わ か り

ます 。

現在の翻訳システムでは、基本的な文法に対応する

処理はほぼ行なうことがで きるようになっていると

言えるで しょう。また、文法規則ではカバーし切れ

ないような曖昧 さを含んだ文 もある程度はこなせ ま

す。 しか し、やは り安心 して見ていられるのは、単

純な文法に則った文が入力 されたときで しょう。単

純な構造の短い文ならかなり綺麗に訳せるものが多

いのもこのためです。逆に、機械翻訳システムが苦

手 とする文の例を次にい くつか挙げてみました。

■長文

一般的に、短い文は構造が単純なものが多いのです

が、長い文は自ずと構造 も複雑になってきます。学

校文法は、このような複雑な構造の文には対応 して

いません。機械翻訳システムは、もともと学校文法

を基に作 られているので、従来は長文を苦手 とする

システムがほとんどでした。最近では、長文に焦点

を絞ったような研究開発が行なわれてきており、訳

文の品質 も徐々に上がってはきていますが、まだま

だこれからといったところで しょう。

●並列句を含む文

並列句 を含む文とは、例 えば、 「太郎 と花子の犬」

のような文です。機械処理する際には「(太郎 と花

子)の 犬」 という可能性 と、 「太郎 と(花 子の犬)」

という可能性のどちらがより妥当な解釈なのかを判

断する必要があります。恐 らく人間がこの文を読む

と、直観的に「(太郎 と花子)の 犬」 というような解

釈をすると思いますが、機械に処理 させる場合には

うまく処理ができるような規則性(文 法)を 見つけ

てこれをシステムに組み込んでやる必要があります。

上の例の並列句を処理するためには、 「太郎」と「花

子」の単語間の類似性を調べた り、 「太郎の犬」と
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いう組合せの妥当性を調べた りしなければなりませ

ん。つ まり 「並列になる要素は類似性が高い」 とか

「それぞれの要素の妥当性が高い」などの複数の条

件が必要となります。そ して全体 として、なるべ く

多 くの条件がなるべ く十分に満たされるような解が

妥当性の高い解と言うことになります。

これはいわゆる 「文法」とはイメージが違いますが、

規則的なところもあるので文法と考えることもでき

るで しょう。また、文の構造を認識する上でも重要

なので、この意味でも文法とは密接な関係にあ りま

す。しかしながら、学校文法などではあまり取 り上

げられることはなく、これまでは規則もあまり明文

化されることはありませんでした。

文は長くなればなるほど、並列句 を含む割合が増え

てきます。 また、日本語にも英語にも同じような現

象が見 られ、どちらの言語でも難しい問題 となって

います。

以上 の例 は 、規 則 化 で き な い こ とは な い が 、単 純 な

規 則 とは な りに くい とい う意 味 で は 、文 法 とは呼 べ

な い か も しれ ませ ん。 い ず れ にせ よ 、 こ れ らの他 に

も、文 法 開発 の 上 で 障 害 に な っ てい る こ と は色 々 あ

り、現 在 の 機 械 翻 訳 シ ス テ ムの 開発 で取 り組 まれ て

い ます 。

6 文法の限界

これまでのところ、機械翻訳が既に扱えるもの、そ

して、開発を進めればそのうち扱えるようになるで

あろうものについてお話 ししました。 しか し、まだ

あまり手も付けられていない要素 もたくさんあ りま

す。勿論、文脈処理や意味処理のように規則にはな

りにくいものもあ りますが、以下では規則になり得

るがあまり取り組 まれていないような要素の例を挙

げてみました。

みに、学校の授業では原文に忠実に訳すことに重点

が置かれているあ まりに、一応文法的に正 しければ

読み易さはさほど重要視されません。

本 職 の 翻訳 家 は 、 訳 文 を読 み 易 くす る た め の ノ ウハ

ウ を色 々持 っ て い ます が 、 そ の大 部 分 は経 験 に よっ

て培 わ れ た もの で あ り、 明 文 化 され て い な い こ とが

ほ と ん ど です 。 とは い え 、 あ る程 度 規 則 化 が 可 能 な

もの もあ り、 こ れ ら も次 第 に機 械 翻 訳 シ ス テ ム に取

り入 れ られ て い くこ とで し ょう。

規則化し易いものの例としては、訳文を組み立てる

際の語順の処理が挙げられます。語順の処理とは、

訳文を組み立てる際に原文の語順 になるべ く近くな

るような語順で出力するような処理です。一般的に、

文章中の単語は話がスムーズに流れるように順序付

けられているのですが、不用意な翻訳をすることに

よって原文の語順が乱されてしまうことが起こりま

す。このような事態を防ぎ、読み易 さを追求するた

めに語順の処理 をする必要があります。

例えば、次のような英語の新聞記事を日本語に翻訳

することを考えます。

"lmports this year are expected t
o slow from last year as

aresult of government measures,"Mr. Johnson told the

press in Canada, where he has been attending the

conference since two weeks ago.

こ こ で 、 関 係 詞 の"where"を 典 型 的 な 学 校 文 法 に

則 って 訳 す と以 下 の よ う に語順 が 大幅 に変 わ り ます 。

ジョンソン氏は、2週 間前から会議に出席 している

カナダで記者団に対 して 「政府の抑制策の結果、今

年の輸入は昨年より鈍化する見通 しだ。」と述べた。

6,1 翻訳 ノウハウ

例えば英語を日本語に翻訳する際、英語の単語が日

本語の単語に置き換えられ、かつ日本語の単語が文

法的に正 しく並べ られていたとしても、人間の翻訳

者が書いたようなこなれた訳文を得ることはできま

せん。翻訳者の書 く訳文は、訳文の文章 としての読

み易さや自然 さを追求 しているからなのです。ちな

これに対 して、原文の語順を意識 した翻訳では次の

ような訳文が得られます。

ジョンソン氏は記者団に対し 「政府の抑制策の結果、

今年の輸入は昨年より鈍化する見通 しだ。」と言明 し

た。同氏が2週 間前より出席 しているカナダにおい

て述べたもの。
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6.2 翻訳後処理

出版 されるような翻訳物では、ただ単に翻訳者が原

文を目標言語に置き換えただけでは品質的に不十分

です。翻訳物が使われる分野において自然に理解 さ

れるような文章に直す作業が、専門家によって行な

われます。また、翻訳物が対象としている読者に応

じたレベルの文章に書き換えるなどの作業が必要と

なります。例えば、原言語の方では当たり前に使わ

れているような概念が、目標言語の方では一般的で

ないとすると、単純にその概念を表す訳語を見つけ

てくるだけでは不十分で、多少意味を補足するよう

な記述を埋め込むような努力も必要となります。

このような高度な処理を規則化して機械翻訳に取 り

込むのはかなり難 しいとは思われますが、高品質の

訳文を得るためには不可欠な要素であることには違

いがありません。

7 最後に

言語の要素の中で、規則化できる要素を中心に考え

て み ま した 。 機 械 翻 訳 シス テム で は 、 学 校 文 法 レベ

ル の規 則 は か な り扱 え るが 、 そ れ 以 上 につ い て は現

在 努 力 中 とい っ た と ころ で しょ う。 また 、将 来 的 に

も取 り組 む べ き課 題 は まだ まだ 沢 山 あ ります 。

今回は、文法という観点に絞って話をしましたが、

文法の精度ばか りを上げることが究極の目標ではな

いことも考える必要があ ります。必ず しもプロの翻

訳家がつくり出すような完壁な訳文が必要でない場

合もあるのですから。

文法は言語を構成する一つの要素に過ぎないことを

認識 し、機械翻訳システムをトータル的に把握 して、

どんな要素を重点的に開発すべ きかを考える必要 も

ありそうです。

(株)富 士 通 研 究 所 メ デ ィ ア 統 合 研 究 部

自 然 言 語 処 理 研 究 グ ル ー プ

富 士 秀(FUJI, Masaru)

fuji@flab. fujitsu. co. jp, NIFTY‐Serve:RHDO2514

イベン ト紹介

アジア最大規模の情報通信システム総合展

デ ー タ シ ョ ウ,96

会 期 1996年10月14日(月)～17日(木)・4日 間 10:00～17:00

会 場 東京ビッグサイト(有明:東京国際展示場)

  〒135 東京都江東区有明3-21-1

東 展 示 棟1、2、3、6ホ ー ル

入 場 料 無料

主 催 社団法人 日本電子工業振興協会(JEIDA)

  通信機械工業会(CIAJ)

協 力 社 団 法 人 日本 パ ー ソ ナ ル コ ンピ ュー タ ソ フ トウ ェ ア協 会(JPSA)

後援(予定) 通商産業省

      郵政省

      日本電信電話株式会社

      国際電信電話株式会社

同 時 開催 デ ー タ シ ョウ'96フ ォー ラム

     CALS Japan'96

     PCカ ー ドWORLD'96

     ア クセ シ ビ リテ ィ コー ナ ー

     「パ ソコ ン ・現 在 ・過 去 ・未 来 」

     (JEIDA/JPSA共 同情 報発 信 プ ロ ジ ェ ク ト)
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 ,.機関紹騰

郵政省通信総合研究所関西先端研究センター知的機能研究室

知的機能研究室長 井佐原均

1,は じめ に

 通信総合研究所関西先端研究センターは、東京小

金井に本所を置 く通信総合研究所の支所として、平

成元年に兵庫県神戸市に創設され、情報 ・物性 ・バ

イオの3部 門について、基礎研究を中心 に未来創造

型の先端技術の研究開発を進めている。

 その中で、知的機能研究室では、学習 ・推論 ・感

性など、人間の持つ高次知的機能をモデル化 し、そ

の知見を基に高度な自然言語処理システムを構築す

る研究を行っている。

 言語理解の研究においては、人間 と同様に予測を

用いながら理解を深めてい く手法、表層的な意味だ

けではな く言葉の奥の深い意味まで も理解する手法

の研究を進めている。

 言語生成の研究においては、状況 ・文脈に応 じて

語彙選択 を適切に行 う柔軟な形での文生成の研究を

進めている。

 また、人間の知的活動を支援することを目標に、

個人のニーズに応 じたネットワークニュースの検索

を行 う知的ニュースリーダの開発を行っている。

 これらの研究の基盤 として、神経回路網モデルを

用いた知識の研究、音楽情報や敬語表現に関する感

性の研究、辞書 ・コーパス等の言語データの整備、

さらには、他言語への応用としての タイ語処理の研

究を併せて行っている。

 以下では、これら、知的機能研究室での研究の概

要について紹介する。

2.深 い意味理解の研究

 私たちは、言葉を理解する場面では、言語知識、

世界知識等の様々な知識を用いて、深い意味理解を

行っている。本研究では、これまで、比喩、駄洒落、

同語反復表現等の様々な修辞表現 を対象に、その検

出と理解手法を研究してきた。

 たとえば、 「鳥は鳥だ」 という同語反復表現は、

文字通 りに解釈すれば、全 く新たな情報を付与 して

いないことになる。 しか しながら、この文がペンギ

ンを話題として発話されていた場合には、 「通常、

ペンギンは鳥ではあるが飛べないものと認識されて

いるが、鳥の1種 であることには違いがないのであ

るから、少 しくらいは飛べるだろう」 といった解釈

が必要 となる場合もある。このような処理を行 う場

合、同語反復を検出すること、同語反復表現の示 し

得る幾つかの役割の うちのどれに対応するかを決定

すること、そして最終的に意味解析を行うこと、等

が必要となる。

 このような知識を用いた処理は、人間の言語理解

においては本質的なものであ り、今後は照応解析や

省略の処理への応用を行う予定である。

3.柔 軟な形での文生成の研究

 我々の行 う発話は非常に多くの要因に影響を受け

ている。例えば、 「直前にどのような発話が行われ

たか、どのような場面 ・状況において発話 しようと

しているのか、発話の相手はどのような人で、発話

者 とはどのような関係にあるか」などがそうであ り、

これらの要因によって発話文の表層の形が異なって

くる。

 このような発話の文脈依存性あるいは状況依存性

を考慮することは、表層文を生成する際に、柔軟な

表現を可能にするためにも、文の結束性 を保つため

にも必要である。

 本研究ではこのような発話の性質を考慮 しながら

文の形を決定する要因とその性質を明らかにし、柔

軟な形での文生成システムの構築を目指 している。

4.知 的 ニ ュ ー ス リー ダの 開発

 イ ン ター ネ ッ トの普 及 に伴 い 、 ネ ッ トワー クニ ュ

ー ス の投 稿 数 は増 加 の 一途 を た どっ てい る
。 ネ ッ ト

ワー クニ ュ ー ス に は 、新 聞 記 事 型(ア ナ ウ ン ス型)
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の ニ ュ ー ス グル ー プ と、討 論 型 の ニ ュ ー ス グ ル ー プ

とが 存 在 す る 。 従 来 か らの情 報検 索 技 術 や 要約 技 術

の 応 用 と して 、 新 聞 記事 型 の ニ ュ ー ス グル ー プ を対

象 に、 キ ー ワー ド検索 を 中 心 とす る研 究 が行 わ れ て

き た。

 しか しなが ら、 ネ ッ トワー クニ ュー ス の 中 心 は 討

論 型 の グ ル ー プで あ る。 また 、 検索 入 力 と して キ ー

ワ ー ドを用 い る手 法 は 、 既 知 の 情 報 へ の ア クセ ス に

は有 効 で も、 人間 の 発 想 を積 極 的 に支援 す る もの と

して は 、使 いづ らい 。

 こ こで は 、討 論 型 の ニ ュー ス グ ルー プ を対 象 に、

記 事 の流 れ(情 報 文 脈)と い う概 念 を導 入 す る こ と

に よ り、ユ ーザ が 興 味 を持 っ た記 事 自体 を検 索 の キ

ー と し
、 そ の記 事 に関 連 す る記 事 を過 不 足 な く提 示

す る手 法 を 開発 してい る。 ま た、 本 研 究 で は、 単 に

基礎 研 究 に と ど ま らず 、 シ ス テ ム化 も併 せ て行 う予

定 で あ る。

的モデルの研究を行なっている。

 この内、自動採譜アルゴリズムの研究については、

楽器個々の音響モデルを用いないアルゴリズムを提

案 し、バイオリンニ重奏音やフルー トニ重奏音に対

し、高い正解率で演奏された音符を推定することが

できた。ただし現在のところ、分離抽出された個々

の音の音源同定(す なわち、どちらの楽器の音か)

はまだ対象としていない。

 音高評価に関する工学的モデルの研究については、

トップダウン的な聴覚心理モデルを提案 した上で、

旋律の複雑さ、旋律中の音の予測の しやすさ、及び

音高ずれ検知のしやすさの間の依存性を、い くつか

の聴覚心理実験 により明らかにしつつある。

 また、言語における感性情報処理の研究として、

心理実験に基づ く待遇表現の丁寧さの計量化を通 じ、

敬語表現発話におけるメンタルモデルの研究を行な

っている。

5.知 識表現の神経回路網モデル 7.タ イ語 コー パ スの 品 詞 自動 決 定

 本研 究 で は 、 記憶 ・学 習 ・自己組 織 化 の よ う な基

本 機 能 を持 つ神 経 回路 網 モ デ ル の研 究 か ら着 手 し、

そ れ ら を統 合 す る こ とに よっ て 、 人 間 が持 つ よ うな 、

(1)効 率 的 な 記憶 と素 早 い ア クセ ス 、 (2)曖 昧

性 へ の ロバ ス ト性 、(3)修 正が 簡単 、(4)自 己

組 織 や 一般 化 が 可 能 な どの特 徴 を有 す る知 識 表 現 シ

ス テム を構 築 す る こ とを 目標 と して い る。 こ れ まで

に 、パ ター ン復 元 だ け で な くパ ター ン分 離 もで きる

適 応 型 連 想 記憶AAMを 提 案 し、そ れ を用 い る こ と

に よ って 、 上 記 特徴 の1と3を 実 現 す る意 味 ネ ッ ト

ワ ー クモ デ ル を構 築 した 。

 この モ デ ルは 、属 性 に 基づ く素 早 い ア クセ ス を特

徴 と してお り、 人 間 の 言語 理 解 に お け る 多 重視 点 の

問 題(た と えば ワー プ ロ は 、 筆 記 具 、 重量 物 、 商 品 、

工 業 製 品 、等 の 視 点 か ら見 る こ とが で きる)に 対 応

で きる 自然 言 語 処 理 向 きの 知 識 表現 に発 展 させ る こ

とが 可 能 で あ る と考 え て い る 。

 一つの単語はしばしば複数の品詞を持ち得るが、

その単語が一旦文に組み込まれると、前後の品詞(文

脈)に 応 じて、その単語の品詞が唯一に決まる場合

が多い。このような品詞の決定は人間には可能な作

業であるが、大量の文から構成 されるコーパスに人

手で品詞をタグづけするのは極めて繁雑でコス トの

かかる仕事である。本研究はニューラルネット技術

を応用 し、タイ語のコーパスの品詞自動 タグづけシ

ステムの構築を目指す ものである。

 ここではニューラルネットの持つ柔軟な学習能力

を用いて、その言語に対する知識を予め持つことな

く、精度の高いタグ付けを行 うことを目指 している。

本研究から得 られる知見は、単にタイ語の処理に留

まらず、人間の言語獲得過程の研究にも示唆を与え

得るものと期待 している。

8.言 語 デ ー タの作 成

6.感 性情報処理の研究

 音に関する感性情報処理の研究として、ふたつ以

上の楽器による演奏音を対象とした自動採譜アルゴ

リズムの研究、及び、演奏の音高評価に関する工学

 上記の品詞自動決定の研究に用いるテキス トとし

て、タイ語で書かれた工学系の報告書を対象に、品

詞タグを付与 したコーパスを作成 している。原文を

語切 りした後、電子辞書を参照 し、各単語に可能な

全ての品詞を付与する。その後、人手によって、そ
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の 文 中 で の 実 際 の 品 詞 を 決定 す る。 この コ ーパ ス作

成 は 、 通信 総 合研 究 所 と、 タ イ王 国 国 立 電 子 ・計 算

機技 術 セ ン ター(NECTEC)と の 研 究 協 力 の 一 環 と

して 行 わ れ て い る。

 またRWCデ ー タベ ー ス ワ ー ク シ ョ ップ ・テ キ ス

トグル ー プで は 、 毎 日新 聞 の 記 事4年 分 を対 象 に1

億 形 態 素 か ら な る タ グ付 き コー パ ス を作 成 し、公 開

して い るが 、 知 的 機 能研 究 室 で は 、 こ れ と協 調 し、

テ キス トグ ルー プが 作 成 した 形 態 素 タ グ付 きコ ーパ

スの 内 で 、 人 手 修 正 を経 た もの か ら 、用 言 と名 詞 句

(名詞+助 詞)の 共 起 関 係 を抽 出 して い る。 こ の作

業 は、 別 途 作 成 した ツー ル を用 い て 、 人手 で行 わ れ

てお り、高 品 位 の もの で あ る。 こ の デ ー タは辞 書 作

成 にお い て 、選 択 制 限 等 の 情 報 を記 述 す る た め の基

礎 デ ー タ と して 利 用 で き る と考 え て い る。

 知 的 機 能 研 究 室 が 作 成 して い る 、 こ れ らの デ ー タ

は 、原 則 と して 、研 究 用 に一 般 公 開す る予 定 で あ る。

9.他 分野 との研究協力

 知的機能研究室では、従来の研究分野の枠に囚わ

れずに、常に広い範囲に興味 を持って、新 しい分野

にも積極的に取 り組んでいこうと考えている。

 言語学 に関 しては、神田外語大学 を拠点 とす る

COE形 成プログラム 「先端的言語理論の構築 とそ

の多角的な実証」に情報処理グループとして参加 し、

神経言語学 ・神経医学グループと共に、言語理論の

実証に挑戦 している。

 また、郵政省か らの委託研究 として、脳神経科学

の研究に関 して東京都神経科学総合研究所 と、人間

の知的活動の支援環境に関して(株)リ コーと、協

力 して研究を進めている。これらの研究協力は、た

とえば、失語症の克服支援、あるいは、その知見に

基づ く自然言語処理 メカニズムの開発等につながっ

てい くものと期待 している。

io.お わ り に

 私 た ち は 日 々の 生 活 の 中 で 、 言 葉 を通 して様 々 な

事 柄 を考 え、 伝 え 、助 け 合 っ て生 きて い る。 知 的 機

能 研 究 室 で は 、 こ の 「言 葉 」 を 中心 とす る 人 間の 活

動 を様 々 な観 点 か ら研 究す る こ とに よ っ て 、 人間 の

持 つ 知 性 を解 明 して い きた い と考 え てい る。

 初 期 の 言 語 能 力 の獲 得 か ら始 まっ て修 辞 表 現 の 理

解 に至 る 人間 の言 語 機 能 は 、 どの よ うな仕 組 み で 作

られ てい るの だ ろ うか?人 間 の感 性 に関 して 、音 楽

や言 葉 は 、 どの よ うな情 報 を持 ち、何 を伝 え て い る

の だ ろ うか?人 間 の 知識 は どの よ うな枠 組 み で表 現

され て い る の だ ろ うか?

 こ の よ うな 基礎 的 な 問 い か け か ら、機 械 翻訳 、情

報 検 索 、 コー パ ス 処 理 とい った シス テ ム 化技 術 に至

る まで の幅 広 い研 究 の 中 で 、 い くらか で も、 言 葉 の

本 質 に迫 る こ とが で きれ ば と思 って い る 。

 本 稿 に 対 す る、 ご意 見 、 お 問 い 合 わ せ をお 待 ち し

て お ります 。 (isahara@crl.gojp)

事務局潜より

協 会 活 動 報 告

総

理 事

会

会

編 集 委 員 会

市場動向調査委員会

成 果 報 告 会

6月17日

6月17日

7月18日

7月8日

7月17日

6月17日

95年 度事業報告書および決算報告、96年 度事業計画および予算案、役

員の改選の3議 案の審議承認。新会長、新副会長の紹介

会長および副会長の選任

辻井潤一理事の副会長選任(書 面審査)

AAMT Journal No.15の 反省とNo.16の 編集。アンケー トについての討議

96年 度活動方針、ヒアリング計画についての討議。IPAプ ロジェク トの

報告

講演 「21世紀における機械翻訳」  長尾 真 会 長

成果報告(1)市 場動向調査委員会 石崎 俊 委員長

    (2)技 術動向調査委員会 村木一至 委員長

    (3)例 文評価研究会   横山晶一 座 長
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商晶一覧表

機械翻訳 関連 ソフ トウェアー覧表
                         (100万円以下) (順不同)

ソフ トウ ェ ア名

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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11
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訳師如来
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PIVOT/EJ

英 日翻 訳 ア ダプ タ

英 日辞 書 引 き君

日英 辞 書 引 き君

ATLAS EJ for Windows

ATLAS JE for Windows

電 辞 海

パ ンセ ・ブ イ英 日版
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ブ ラザ ー
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シ ヤ ー プ
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ク

NEC

富士通
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W
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W
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95/NT

solarisl. X
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MS-DOS 3.1
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Windows

Mac 7

Mac 7.1

Windows
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Windows

Mac 7.1

Windows

Mac 7.1

翻訳対象言語

英 → 日
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日

日

日

日
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1

1

英

英

英
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英
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メ モ リ ー
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5MB一

8MB～

8MB～

12MB-

8MB～

12MB一

基本辞書

20万 語

6万 語

5.2万 語

5.4万 語

五
口

五
ロ

五
口

tlnn
 
曽言
口
 
一言
口

万
万

万

 
 

.

.
 
.

10.6万 語

10.9万 語

10万 語

10万 語

9万 語

7万 語

9万 語

9万 語

13.5万 語

13.5万 語

32万 語

五
ロ

五
ロ

酔三
口
 
一三
口

万

万

ワ
π
 
0
ゾ

6万 語

5万 語

6万〔英和1,5,5万(和英)

12万 語

10万 語

10万 語

6.7万 語

6.7万 語

6.7万 語

15万語

8万 語

20万語

8万 語

周辺機器

ペ ン型ORC

ス キ ャナ

レーザ プ リンタ

ORC、 プ リンタ

 〃    〃

ドキュメントトーカ

ドキュメントトーカ

OCR

ス キ ャナ

問 A せ

電 話

03-5286-7201

078-857-0371

052-824-3420

06-443-5144

07435-3-5521

03-5493-4815

03-5476-1017

  〃

03-3456-8343

  〃

03-3452-8000

045-471  282

  〃

0120-247-301

03-5970-9952

03-3779-2351

03-3234-8041

0423-38-1118

03-56908531

03-3665-3060

03-3665-3460

FAX

03-5286-7202

078-857  421

052-825-0311

03-5493-8472

03-3456-6348

  〃

045-475-1958

  〃

03-3234-8089

0423-38-1079

03-5690-1290

03-3665-3781

03-3665-3954

担 当 部 署

生産技術本部商品開発部

㈱ パ シ フ ィ ック ア イ

ブラザー販売(株精 報機器事業部

営業統括部国内営業部

情報システム事業本部OAシステム事業部商品企画部

   〃     パソコン事業部   ウ

営業本部NS事 業部

通信業システム事業部
     〃

汎 用 ア プ リ ケー シ ョン事 業 部

     〃

パ ソコン インフォメー ションセ ンター

富 士 通 ミ ドル ウ ェア㈱

     〃

ソ フ トウ ェ ア販 売推 進 部

沖 ソ フ トウ ェ ア㈱ 営 業 部

オ ー ジ ス総 研 シ ステ ム プ ロ ダ ク ッ

部 プ ロ ダ ク ツ営 業 部

カテナ㈱ ソフトウェアプロダクツ事 業部

ロ ゴ ヴ ィス タ㈱

 器システム室翻訳システムグループ

ナガセ情報開発㈱

一25一



ソ フ トウ ェ ア名

13

14

15

16

17

18

19

20

21

ASTRANSAC Sun WS

ASTRANSAC C/S

ASTRANSAC for Windows

ASTRANSAC/Web

J・London/EJ

J・London/JE

J・Londonツ イ ン セ ッ ト

J・ソ ウ ル 日韓 版

J・ソ ウ ル 韓 日版

WorldNet/E]

Dr. Surf for Windows

Transpad

E‐JBANK for Windows

Translation Manager/2

孫悟空

Net Surfer/ej

PC‐Transer/ej

PC‐Transer/je

マ イ トラ ンサ ーEJ

Super Transer/ej

Power Translator Pro.

Power Translator Pro.

Power Translator Pro.

Power Translator Pro.

Power Translator

Power Translator

Power Translator

Power Translator中 国 語

Power Translator CD‐ROM

英日翻訳支援システムfor Windows

英 日翻 訳 支 援 シス テ ム

日英 翻 訳 支 援 シス テ ム

販売会社

東芝

高電社

メディアビジョン&

九州松下電器

亀島産業

日本IBM

ク リエ イ ト大 阪

ノヴァ&

山種産業

イ リス イ ン ター ナ

シ ョナ ル

日立製作所

os

UNIX

OS/AS
Windows(NT)

Windows(NT)

Windows(NT)

Windows(NT)

OS/AS

Windows

Windows

Windows

MS-DOS 3.1

MS-DOS 3.1

Windows

Windows

Windows

Windows

os/2

MS-DOS 3.1

Windows
Windows

Mac

DOS(PC 98)

DOS(DOS/V)
Windows

Mac

DOS(PC 98)
DOS(DOS/V)

DOS(PC 98)

DOS(DOS/V)

DOS(PC 98)
DOS(DOS/V)

Windows

DOS

Mac

DOS

Windows

Mac

DOS

DOS

Windows

Windows 95

UNIX

UNIX

翻訳対象言語

日

日

日

日

英

日

日

a

a

a

i

r

a

a

英

英

英

英

日

英

英

日

英

日

韓

日

日

r

r

a

r

r

r

英

日

英

日

韓

英

英 → 日

英 → 日

英 → 日

英 → 日

日 → 中

日

日

日

日

日

英

英

英

英

日

日

日

日

t

r

t

r

t

t

r

r

t

r

r

r

r

英

英

英

英

英

日

日

日

日

英

英

英

英

西

西
西

英

西

西

西

中

西

仏

仏
仏

⇔
仏

仏

仏

↓
仏

独
独

独

露

独

独

独
英

独

英 → 日

英 → 日

日 → 英

販売価格

700,000円

340,000

340,000

・ 111

63,000

':111

11111

49,800

49,800

  111

・1111

':111

 ・:11

14,800

14,800

75,000

  11!

・1111

 ・:11

・:111

・:1!1

248,000

・:111

・:111

':111

248,000

':111

':111

・:111

448,㎜

!1.111

148,000

148,000

148,000

148,000

  111

  111

  111

  !11

  111

  ・111

 111111

 111111
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メ モ リ ー

16MB

13MB-

12MB～

640kB～

640kB～

13MB一

. .

基本辞書

8万 語

 
 

五
ロ

五
ロ

一三
口
 
曹言
口

万

万

8
 
Q
ゾ

7万 語

5万 語

10万語

7万 語

3万 語

周辺機器

プ リンタ

プ リンタ、OCR

胡 ロ せ

電 話

0423-40-6893

1. ・  :::1

03-3222-3908

03-3798-4838

03-3546-4154

03-3351-3356

03-3820-1121

06-348-0484

03-3542--0950

FAX

06  28-2351

担 当 部 署

東 京 シス テ ム セ ン ター ソ フ トウ ェ

ア プ ロ ダ ク ト部

本社

㈱ メデ ィ ア ビ ジ ョン

㈱ ノヴァ システム営業部

山種産業
 〃
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新製品紹介

     英文作 成支援 ソフ トウエ ア

「日英辞書引 き君(単 文変換版)」
NEC

 NECで は こ の た び 従 来 の 機 械 翻 訳 ソ フ トと は 異

な る対 話 的 イ ン タ フェ ー スで 日本 人 の 英 文 作 成 を支

援 す る ソ フ ト 「日英 辞書 引 き君(単 文 変換 版)」を開

発 しま した 。こ の ソ フ トは 当杜 のパ ソ コ ン 「CanBe」

「ValueS[ar」 等 に プ レイ ンス トー ル され て い る ほ か 、

パ ッケー ジ ソ フ トと して も販 売 してい ます 。

(Windows95版:':11円)。

1. 「日英 辞 書 引 き君(単 文 変 換 版)」の 役 割

 近 年 、 社 会 全 体 の 国際 化 お よ び世 界 規 模 の 電 子 ネ

ッ トワー クの発 達 に よ り、海 外 と英 語 で 情 報 をや り

と りす る機 会 が 急増 して い ます 。 英 文 読 解 支援 と し

て は英 日翻 訳 ソ フ トが 多数 商 品化 され てい ます 。

 しか しな が ら 日本 か ら海外 へ の 情 報 発 信 の 環境 整

備 は ま だ進 ん で い ませ ん。 日本 人 が 英 語 の 文 書 を作

成 す る場 合 、 あ る程度 の 英語 力 を持 っ た 人で あ って

も文 意 を伝 える の に どの英 単 語 が 適 切 か 、 スペ ル は

どう だ った か 、 この動 詞 は どの よ うな文 型 を と るの

か 、 な ど様 々 な疑 問 を抱 き ます 。 それ らの 疑 問 を解

消 す る には 、 英 作 文 の資 料 や和 英 ・英 和 辞 書 な ど を

参照 す る こ とに な ります が 、 こ う した作 業 は通 常 面

倒 で 、英 文情 報 発信 の 阻害 原 因 と な っ てい ま した 。

 近 年 は 電 子 化 され た英 和/和 英 辞 書 が 市 販 され て

い ます が 、 ワー プ ロ やエ デ ィ タ上 の文 書 作 成 作 業 と

連 係 を も って い な い た め に 、残 念 なが ら英 文 作 成 の

有 効 な助 け には な っ て い ませ んで した。 また 従 来 の

一 括 処 理 型 日英 翻訳 ソフ トで は操 作 者 の 持 って い る

言 語 知 識 と機械 処 理 とが うま く融 合 して お らず 、結

果 の 英 文 の 品 質 の 向上 に結 び付 き ませ ん で した 。

 そ こで これ らの 問題 を解 決 した の が 「日英 辞 書 引

き君(単 文 変換 版)」です 。

2. 「日英 辞 書 引 き君(単 文 変 換 版)」の特 徴

● 仮 名 漢字 変換 と同様 の イン タ フ ェー ス

 この ソ フ トは 、 日本 語 ワー プ ロで使 わ れ る仮 名漢

字 変換 の操 作 法 を 日本 語 英 語 変 換 に拡 張 した もの で

す 、、仮 名 漢字 変 換 と同様 の 「変換 」「選択 」 の繰 り返

しに よ って 、 日本語 を川頁次 英 語 に変換 して ゆ き ます 。

この た めユ ーザ は仮 名漢 字 変 換 の 感 覚 で ソ フ トとや

りと り しな が ら、英 文 を組 み 上 げ て い くこ とが で き

ます。

 入 力 され た 日本 語 は 、単 語 の変 換 、句 の変 換 、文

の 変換 とい う段 階 を経 て英 文 に変 換 され ます 。 一 度

に 変換 で きる の は動 詞 を 一つ 含 む単 文 の範 囲 までで

す が 、 関係 節 や接 続 詞 で結 ば れ た長 い文 に 関 して は 、

そ の 中 に 含 ま れ る単 文 範 囲 の変 換 を繰 り返 す こ と に

よ り全 体 を 英文 に直 す こ とが で きます 。 図1に 変 換

の段 階 を示 し ます 。

●訳 語 選択 用 補助 機 能 およびCD-ROM辞 書 検 索 機 能

 仮名 漢字 変換 の場 合 に は選 び た い漢 字 が ユ ーザ の

頭 に あ らか じめ イ メ ー ジ され て い ます が 、英 語 の単

語 の場 合 に は 、ふ さわ しい単 語 が 判 断 で きな い のが

普 通 で す。 例 え ば 「料 金 」 に相 当す る英 語 の単 語 の

場 合 、「charge」「fee」「fare」な どの 類 義 語 の どれ が 今

書 い て い る 文書 に適 切 な もの か はす ぐに は わか りま

せ ん 。 そ こ で本 ソ フ トで は 、 英訳 語 候 補 を表 示 す る

際 に 、 そ れ らの使 い分 け を示 した候 補 選 択 用 の補 助

情 報 も一緒 に表 示 し ます 。 例 え ばサ ー ビ ス や労 働 に

対 す る 料 金 に は 「charge」が 、 運 賃 の 場 合 に は 「fare」

私は彼が買った本を読んだ

1変 換
A  キ

ャ ンセル

1はheがbuyたbookをreadだ

1変 換 ▲ キャンセル

1はabook he boughtをreadだ

1変 換

▲

・

キャンセル

read a book he bought

図1「 日英辞書引き君(単 文変換版)」の変換段階
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が使われるといった用法説明が補助情報として記述

されていますので、ユーザはそれを元にして適切な

英訳語を選択できます。

 しか しそれでもまだ不十分で、その単語の使われ

る構文や文脈などを英和辞典の例文などにより確認

したい場合があ ります。この要求に答えるため本ソ

フ トは、市販されているEP-WING規 約に準拠 した

CD-ROM英 和 ・和英辞典 をワンタッチで検索 ・表

示する機能を備えています。候補訳語の一つに焦点

を合わせ、CD-ROM検 索ボタンを押すと、CD-ROM

辞書が引かれてその単語の辞書内容が別画面に表示

されます。CD-ROM辞 書の内容は複数表示するこ

とが可能ですので、類義語の辞書内容を読み比べて、

最適な単語を選択できます。辞書検索のために別の

ソフトを起動 して検索単語を入力 しなおす必要がな

いため、辞書を調べる負担が大幅に軽減 されます。

●充実した慣用表現辞書

 日本語を英語に訳す時に困る表現に慣用表現があ

ります。例えば 「電話する」 という意味の 「電話を

かける」 という表現には 「かける」 という動詞が使

われていますが、その英訳は 「hang」や 「lack」で

はなく 「make」(「電話をかける」→ 「make a ca11」)

でなければなりません。そこで本ソフ トでは基本辞

書約10万語の他にこのような日本語の慣用表現辞書

警壷_
赫 騨 ＼・本翻/

日英辞書引き君

(単文変換版)

英文出力

一太 郎

rs-woeo

flbeaic

醐●t8叩 ●

ア プ リケー シ ョン

 プログラム

ワー プ ロ   www

ソ フ ト  ブラ ウザ

胃o凹OII

鱈S一凹副1

メール

ソフ ト

約1万5千 表現 を標 準 装備 し ま した 。 こ の慣 用 表 現

辞書 は 日本語 ら しい 言 い 回 しを 英語 ら しい言 い回 し

に直 す 際 の 強 力 な手 助 け とな り ます 。 ま た 「電 話 を

か け る」の例 で も 「壁 に電 話 をか け る」の場 合 の 「か

け る」 は 文字 通 りの用 法 です が 、 こ の よ う に同 じ表

現 に 文字 通 りの読 み と慣 用 表 現 の読 み との 両 方 が あ

る場 合 に は 、通 常 の訳 語 選 択 と全 く同様 の統 一 的 カ

ー ソ ル操 作 で 一 方 か ら他 方 へ 切 替 え られ る よ うに な

って い ます 。

● 任 意 の ワー プ ロや エ デ ィタ と組 合 せ 可 能

 「日英 辞 書 引 き君(単 文 変換 版)」は仮 名漢 字 変 換

と同様 に 他 の ワー プ ロや エ デ ィタな ど と組 み 合 わせ

て使 える フ ロ ン トエ ン ド ・プ ロセ ッサ型 の ソ フ トウ

エ ア で す 。Windows95上 の ワ ー プ ロ や エ デ ィタ な ど

皆 さん の慣 れ 親 しん だ 任 意 の ソ フ トウエ アか ら起 動

をか け る こ とが で き、 結 果 は元 の ワ ー プ ロや エ デ ィ

タに 取 り込 まれ ます 。 仮 名 漢字 変換 ソフ トも現 在 お

使 い の もの をそ の ま まお使 い い た だ け ます 。 す な わ

ち、現 在 の 文 書作 成 環境 に 本 ソ フ トを ア ド ・オ ンす

るだ け で 、英 語 作 成 支援 環境 を作 り上 げ る こ とが で

きる わ け で す 。 電 子 メー ル ソ フ トと組 み 合 わ せ れ ば、

そ の ま ま海外 との 英 文 手紙 の や り と りに活 用 で き ま

す 。 この よ うな他 ソ フ トとの連 携 の 良 さは、 従 来 の

翻訳 支援 ソ フ トに は な か っ た利 点 で す 。 図2は 「日

英 辞 書 引 き君(単 文 変換 版)」を使 用 す る際 の 構 成 図

で す 。

3. 「日英辞 書 引 き君(単 文変 換 版)」の 動 作 環 境

 本 ソフ トウ エ ア は 以 下 の環 境 で 動 作 します 。

 本 体  PC-9800シ リー ズ

 OS  Windows95日 本 語 版

 CPU  i486SX20MHz以 上

       (33MHz以 上 を推奨)

 メ モ リ 2.5MB以 上

    (3.5MB以 上 を推 奨:OSを 除 く)

 デ ィス ク空 き容 量25MB以 上(OSを 除 く)

<お 問 い 合 わせ 先>

 NECパ ソ コ ン イ ン フ ォ メー シ ョ ンセ ン ター

 PC-9800シ リー ズ担 当

 〒108東 京 都 港 区芝 浦4-16-23

    ア クア シテ ィ芝浦 ビル

 電 話03-3452-8000(代 表)

図2「 日英辞書引き君(単 文変換版)」の使用環境
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新製品紹介

翻訳 アダプ タH

NEC

1.翻 訳 ア ダ プ タIIの 概 要

 イ ンタ ー ネ ッ トが広 く普 及す る こ とに よ っ て 、ホ

ー ムペ ー ジ を読 むだ け で な く、個 人 で ホ ー ムペ ー ジ

を作 成 し、電 子 メー ル を や り取 りす る 機 会 も増 え て

い ます 。 こ れ に伴 い 、 海外 との接 触 も増 え 、英 語 と

接 す る こ と も多 くな って き ま した 。

 画 面 上 の 英語 を読 むの は 誰 し も苦痛 で し ょ う。紙

の 辞 書 を 引 け ば時 間 もか か り、 あ ま り効 率 的 で は あ

りませ ん 。 そ こ で 、最 近 英語 を読 むた め の 翻訳 ソフ

トが 数 多 く登場 し、市 場 に広 まっ て い ます 。 しか し、

最 近 の 翻訳 ソフ トを見 る限 りで は 、受 信側 が 英語 を

読 む た め とい うニ ー ズ を満 た す もの で は あ っ て も、

英 文 を書 く とい う発 信 側 の ニ ー ズ には 十 分応 え て い

ませ ん 。

 例 え ば 、 ホ ー ムペ ー ジ を作 成 して情 報 を発信 した

り、 海 外 へ 電子 メ ー ル を送 った り、 個 人輸 入 な どで

自 ら英 語 を書 か な けれ ば な ら ない こ とが あ り ます。

従 来 の 翻訳 ソフ トは英 日翻 訳 とい った 一 方 通行 の ソ

フ トなの で 、 こ う した、 日本 語 を英 語 に手 軽 に翻 訳

す る 目的 に は役 に立 ち ませ ん 。 また 、 英 文 を書 い て

ニ ュー ス グル ー プ に投 稿 した り、 通 信 販売 な どの 問

い 合 わ せ 、 苦情 の メ ー ル を出 す と言 って も、 困 っ て

しま う こ とが よ くあ ります 。

 今 回 登場 した翻 訳 ア ダ プ タIIは 、 こ う した ニ ー ズ

に応 える 英 日&日 英 双 方 向 翻 訳 ソ フ トで す 。

最 近 流 行 の 、 ホ ー ムペ ー ジ をそ の ま ま翻 訳 す る もの

とは 違 っ て 、 ワ ー プ ロ をは じめ 、 エ デ ィ タやWWW

ブ ラ ウザ や 電子 メ ー ル ソ フ トな どの さ ま ざ まな ソフ

トと と もに 利用 で きます 。

主 な機 能 と して は 、翻 訳 、 辞 書 引 き、 例 文 検索 、書

式 検 索 が あ り ます。 す べ ての 機 能 が 日英 、 英 日両 方

で 動 き ます 。

 使 い 方 は とて も簡 単 で す 。 辞 書 引 きや 翻 訳 した い

箇 所 をマ ー ク して 、 キ ー を押 せ ば(ま た は マ ウス の

右 ボ タ ン ク リ ック)、辞 書 を引 い た り翻 訳 した りす る

こ とが で き ます 。 辞 書 引 き結 果 や 、 翻 訳 結 果 は 図1

の よ う に表 示 され ます 。 また 、 必 要 が あ れ ば 、 翻 訳

結 果 や 辞 書 引 き結 果 を ワ ン タ ッチ で ワー プ ロ な どの

ア プ リ ケー シ ョン に戻 す こ と もで き ます 。
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       図1 翻訳ボックス

 添 付 されて い る例 文 や 、 書 式 検 索 の サ ンプ ル集 は 、

英 文 レタ ー な ど を書 くと き に便 利 な もの で す 。 日英

翻 訳 、 日英 辞 書 引 き な ど を利 用 して も、英 文 作 成 は

可 能 で す が 、特 殊 な英 語 表 現 、 ユ ーザ の 用 途 に合 っ

た表 現 、 レタ ーの 構 成 な ど を反 映 させ た い場 合 に は、

この 例 文 集 とサ ン プ ル集 が 役 立 ち ます 。 用 途 別 に書

式 を検 索 し、サ ンプ ル集 を雛 形 と し、翻 訳 機 能 や 辞

書 引 き機 能 を使 っ て、 書 き換 えれ ば誰 で も簡 単 に英

文 レ ターが 作 成 で き ます 。 サ ン プ ル集 は イ ン ター ネ

ッ トの 世 界 で 著 名 な 、 元CNNニ ュ ー ス キ ャ ス ター

の西 森 マ リー氏 の 監 修 した品 質 の 高 い もの と な って

い ます 。

収 録 され てい るサ ンプ ル集 は、「英 文 ホ ー ムペ ー ジ」

「メ ー ル 各種 」「ニ ュ ー ス グ ルー プへ の 投 稿 」「通 信 販

売 に お け る問 い合 わせ 、照 会 、 発 注 、苦 情 、 キ ャ ン
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セ ル」 な ど、 イ ン ター ネ ッ ト利 用 上 の 様 々 な場 面 を

広 範 囲 に わ た っ て カ バ ー して い ます(図2参 照)。な

お 、例 文 集 、サ ンプ ル集 と もユ ー ザ が 追 加 す る こ と

が で き ます 。

鼎.蚕 諺

4 CDROM検 索 ソフ トとの連携機能

 市 販 のCD-ROM検 索 ソ フ トと連 動 して 、 ワ ー プ

ロ上 の 単 語 を検 索 す る こ と もで き ます
。操 作 は 翻訳

ア ダ プ タ11の 辞 書 引 き操 作 と同 じで ワ ン タ ッチ で

検 索 ソ フ トを起 動 させ る こ とが で き ます。

            究禰 懲      ・

ア ン ー 一一一1ロ ロ蠣  '日b

ニ.....    ..

墾 欝難  "纒
               豊

イ ン ー ・ッ ト ソ 遡 、・・一 ム^

お 詫 びの 表 現  SL'4:.<cボー 櫨

      図2 サンプル集

 こ の よ う に、 翻 訳 ア ダ プ タHはWWWブ ラ ウザ

だ けで な く、 メー ラー 、 ワー プ ロ、 エ デ ィタ な ど使

え る範 囲 が広 く、必 要 な 箇 所 をマ ー クす るだ け で 、

翻 如 も し くは辞 書 引 きが 簡単 に で きる 、 つ ま り、

英 文 の読 解 と作 成 を楽 に して くれ る便 利 な ツ ー ル で

す。

2 豊富な辞書

 日英9万 語、英 日9万 語の基本辞書を内蔵 してお

り、ユーザ辞書は登録語数が無制限(デ ィスク容量

の範囲内)で 自分専用の辞書が簡単に作れます。専

門用語辞書も31分野60万 語と充実(別 売 り)し てお

り、幅広い分野の翻訳に使えます。なお、この辞書

は翻訳、辞書引き共通の辞書 となっています。

3 翻訳と辞書引き

 日英、英日両方とも複数の文を一度に翻訳できま

す。キーボー ドから入力 した文も同様 に翻訳が可能

です。英 日では、訳文文体の指定(で ある調 ・です

ます調)や 命令文の訳出の仕方、 「yOU」の訳 出の

仕方、日英では省略された主語の訳出の仕方、など

きめのこまかい翻訳制御ができます。

5.シ ス テ ム の構 成

OS

CPU

マ シ ン

解像度

メモ リ

デ ィス ク

標準価格

Windows3.1(95動 作 確 認 済 み)

i486 66MHz以 上 推 奨

NEC PC-9821ま た は

IBM PC!AT互 換 機

640×480以 上 推 奨

16Mバ イ ト以 上 推 奨

(ス ワ ップ25Mバ イ ト以 上 推 奨)

最 小 構 成 約20Mバ イ ト

(辞書 はCD-ROM)

最 大 構 成 約90Mバ イ ト

(HDDに イ ンス トー ル時)

9,800円

お 問 い 合 わ せ 先

 EC推 進 本 部/汎 用 ア プ リケ ー シ ョン事 業 部

  TEL東 京03(3456)8343(ダ イヤ ル イ ン)

  FAX東 京03(3456)6348

 〒108東 京 都 港 区 芝 浦4-14-22

   (NEC大 東 田 町 ビ ル)

__堕 関 課
簾 猷IThてw;}♂5画艶 「83

燃 蹴鵬翼
轟灘蝋 蹴 叢
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  翻 訳 ア ダ プ タII
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灘 囎 卜羅爺

       J T F 翻 訳 祭
つ なが りマ ッセ!心 と こ ころ

        超(ス ー パ ー)テ ク ノ ロ ジー 時代 の 翻訳

日 時

所

催

援

力

場

主

後

協

1996年10月24日(木)13:15～20:30

     25日(金)10:00～17:00

ア イ ビー ホ ー ル青 学 会 館(〒150東 京 都 渋 谷 区 渋 谷4-4-25)

ftltl
ik A日 本 翻訳 連盟(JTF)

通 商 産 業 省(予 定)、歎 日本 ユ ネ ス コ協 会 連 盟 ほか10団 体

ア ジ ア太 平 洋 機械 翻 訳 協 会(予 定)

プ ロ グ ラム

  10月24日 (木)

     13:15-13:30

     13:30-14:30

     14:40-15:20

     15:30-16:45

     18:00-20:30

  10月25日 (金)

     10:00～12:00基 調 講 演(イ ンタ ー ネ ッ ト ・サ ー フ ィン)

         PART 1 「だ か らイ ン ター ネ ッ トはお も しろい 」

             ナ ビゲ ー ター:小 林 典 子(蕊 日航 ビ ジ ネ ス、JTF会 員)

            技    術:村 林 亜 希 子(富 士 通 雛 、AAMT会 員)

         PART 2 「翻訳 お役 立 ち ツ ー ル た ち」

             ナ ビゲ ー ター:野 上 員 生(魔 ベ ス トバ ー ジ ョン、JTF会 員)

            技    術:村 林 亜 希 子(富 士 通 雛 、AAMT会 員)

     13:30～14:10 講 演 「よ うこ そ産 業 翻 訳 の世 界 へ 」 八 代 登 志 江(イ カ ロ ス出 版 箆 、)TF会 員)

     14:20～15:00 講 演 「翻 訳 の た め のPL&CS」 石 上 進(国 際 事 業 開発 雛 代 表 取 締 役 社 長)

     15:10～16:20 講 演 「私 の翻 訳 支 援 環 境 の ス タ イ ル」 宇 野 み れ(企 業 内 翻 訳 者)

     16:50～17:00 クロ ー ジ ング ・メ ッセ ー ジ ftlArt/.日本 翻 訳 連 盟 副 会 長 大 澤 水 紀 雄

展 示会

日 時  1996年10月24日(木)13:00～18:30

          25日(金)9:00～15:00

場 所  青 学 会 館 ミル トス

開 会 の あ い さつ 歎 日本 翻 訳 連 盟 会 長 勝 田美 保 子

ブ ロ ー ドキ ャ ス タ ー ピ ー タ ー ・バ ラ カ ン氏 と と も に考 え る

   "グ ロ ーバ ル ・ヴ ィ レ ッジ"は 実 現 が 可 能 なの だ ろ うか

講演 「空 飛 ぶ 文 字 事 情 」 JAL国 際 線外 国 人 フ ラ イ トアテ ン ダ ン ト

パ ネ ル討 論 会 「地 球 ネ ッ トワ ー クの 中の ア ジ ア事 情 と 日本 」

懇 親 パ ー テ ィー

参加料

申込期限

申込方法

申込 ・問合せ先

機 器 実 演 展 示 、 雑 誌 ・パ ンフ レ ッ トの展 示 、企 業 案 内

翻 訳 よ ろず 相 談 コー ナ ー

JTFの 会員 お よ び学 生: 111円 一 般:5,000円

《団 体 チ ケ ッ ト:10,000円(会 員 、学 生:4名 まで 、一 般:3名 まで)》

懇 親 パ ー テ ィー:一 律 111円

1996年10月18日 (金)

所 定 の 参 加 申込 書 に よ り郵便 また はFAXで 申 し込 む

   〒104 東 京 都 中央 区 八 丁堀2-8-1 獣 日本 翻 訳 連 盟

      TEL:03-3555-6365    FAX:03-3552-1784
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